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小
企
業
倒
産
の
直
接
的
原
因

一
、

は

し

が

き

染

谷

孝

太

郎

現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
中
小
企
業
の
倒
産
は
、
中
小
企
業
経
営
の
危
機
を
象
徴
し
て
い
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
一
中
小
企
業
経
営
者
の
家

族
や
中
小
企
業
の
労
働
者
と
そ
の
家
族
に
深
刻
な
生
活
苦
を
及
ほ
し
、
さ
ら
に
日
本
資
本
主
義
の
経
済
構
造
に
暗
い
影
を
な
げ
か
け
て
い
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る
。昭

和
三
九
年
度
の

「中
小
企
業
白
書
」
は
、
倒
産
の
直
接
的
で
循
環
的
要
因
と
し
て
金
融
引
き
締
め
を
あ
げ
、
倒
産
の

一
時
的
要
因
と

し
て
企
業
の
供
給
能
力
の
増
大
に
伴
う
需
給
の
不
均
衡
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

「中
小
企
業
白
書
」
は
、
倒
産
の
根
本
的
で
長
期
的

・
構
造
的
要
因
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第

一
、
中
小
企
業
が
需
要

の
伸
び
の
相
対
的
に
小
さ
い
分
野
に
所
属
し
、
し
か
も
大
企
業
と
の
間
に
生
産
性
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
第

二
、
①
若
年
層
を
中
心
と
す
る
労
働
力
不
足
と
関
連
し
た
人
件
費

の
急
増
、
②
技
術
革
新
の
進
展
に
よ
る
大
規
模
操
業
の
実
現
や
消
費
パ

タ
ー
ン
の
変
化
に
伴
う
中
小
企
業
向
け
需
要
の
停
滞
、
③
開
放
経
済
体
制
の
中
で
の
大
企
業
に
よ
る
中
小
企
業

へ
の
合
理
化
の
要
請
。
第

三
、
資
金
調
達
力
の
弱

い
中
小
企
業

の
高
率
な
設
備
投
資
が
そ
の
財
務
内
容
を
著
し
く
悪
化
さ
せ
た
牛
誌
。

要
す
る
に
、

「中
小
企
業
白
書
」
は
、
中
小
企
業
倒
産
の
原
因
が
根
本
的
に
は
変
化
し

つ
つ
あ
る
経
済
構
造
の
中
に
あ
る
こ
と
を
是
認

(こ
の
場
合
政
策
担
当
者
の
責
任
の
回
避
を
意
味
す
る
)
し
な
が
ら
も
、
直
接
的
で

一
時
的
な
倒
産
の
原
因
を
需
給
の
不
均
衡
、
さ
ら
に
中
小
企

業
の
近
代
化

の
お
く
れ
と
金
融
引
き
締
め
政
策
と
に
求
め
て
い
る
。

「白
書
」
は
倒
産
の
構
造
的
要
因
を
認
め
な
が
ら
、
真
の
倒
産
の
原

因
が
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
日
本
独
占
資
本
主
義
の
支
配

・
収
奪
の
機
構
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
こ
と
を
隠
ぺ
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
「中
期
経
済
計
画
」
(昭
和
三
九
年

=

月
経
済
審
議
会
答
申
、
四
〇
年

一
月
閣
議
決
定
、
目
標
年
度
四
三
年
)
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業

経
営
困
難

の
原
因
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
点
を
あ
げ
て
い
る
。
第

一
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
労
働
力
需
給
の
ひ

っ
迫
、
技
術
者
、
技
能

者
の
不
足
の
深
刻
化

(こ
の
結
果
賃
金
と
く
に
初
任
給
の
急
上
昇
に
よ
り
人
件
費
の
急
増
を
ま
ね
い
た
)。
第
二
、
機
械
設
備

の
近
代
化
の
不
可
避

性

(中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
従
来
の
技
術
や
機
械
設
備
で
は
競
争
に
耐
え
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
)
。
第
三
、
需
要
構
造
の
変
化

(重
化
学
工

業
関
連
部
門
の
生
産
財
需
要
の
増
大
と
高
級
消
費
財
需
要
の
増
大
)。
第
四
、

国
際
経
済
環
境
の
変
化

(賃
金
の
低
い
低
開
発
国
の
工
業
化
の
進
展
に

(
2

)

よ

っ
て
、
繊
維
、
雑
貨
等
の
日
本
の
中
小
企
業
製
晶
が
海
外
競
争
力
を
次
第
に
失
な
い
つ
つ
あ
る
等
々
で
あ
る
)
。
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「中
期
経
済
計
画
」
に
お
い
て
も
い
日
本
独
占
資
本
主
義
の
対
米
従
属
の
経
済
構
造
の
解
明
が
不
明
確
な
た
め
に
＼
中
小
企
業
経
営
困

難

の
原
因
を
た
ん
に
労
働
力
需
給
の
ひ

っ
迫
、
機
械
設
備
の
近
代
化
の
不
可
避
性
、
需
要
構
造

の
変
化
、
低
開
発
国
の
工
業
化
の
進
展
等

に
求
め
て
し
ま

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
昭
和
四
〇
年
度
の

「経
済
白
書
」
は
、
中
小
企
業
経
営
困
難
の
原
因
に
つ
い
て
、
第

一
、
労
働
力
不
足
に
基
づ
く
賃
金
の
急
上

昇
。
第
二
、
労
働
力
不
足
を
の
り
切
る
た
め
の
機
械
化
の
推
進
。

第
三
、

そ
の
結
果
不
可
避
的
に
生
ず
る
財
務
構
成

の
悪
化

(日
本
中
小

企
業
の
自
己
資
本
比
率
一=

%
λ
そ
の
流
動
比
率

一
〇
四
%
、

ア
メ
リ
カ
中
小
企
業
の
自
己
資
本
比
率
五
五
%
、

そ
の
流
動
比
率
二
〇
〇
%
)。
第
四
、

(
3

)

日
常
的
な
資
金
繰
り
の
困
難
等

々
を
あ
げ

て
お
茶
を
に
ご
し

て
い
る
。

政
府

・
自
民
党
は
、

「
不
況
打
開
」

の
た
め
に
四
〇
年
七
月
二
七
日
第
四
回
経
済
政
策
会
議
を
開

い
て
、
①

四
〇
年
度
予
算

の

一
割
留

保
措
置

(公
共
事
業
費
な
ど
の
施
設
費
八
五
〇
億
円
)
の
解
除

、
②
財
政
投
融
資

二
千
百
億

円
の
拡
充

(住
宅
、
運
輸
、
通
信
、
輸
出
、
上
下
水
道
)
、

③
財
政
投
融
資

の
繰
り
上
げ
支
出

の
促
進
、
④
輸
出

振
興

の
た
め

の
積
極
策

(延
べ
払
い
輸
出
の
促
進
、
保
険
制
度
の
改
善
、
金
融
の
拡
充
等
)
、

⑤
長
期
財

政
政
策
構
想

(社
会
資
本
の
充
実
と
い
う
こ
と
を
名
n
に
、
実
は
独
占
・大
企
業
の
資
本
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
長
期
減

税
構
想
を
樹
立
し
、
こ
れ
と
関
連
し
て
財
政
の
合
理
化
と
公
債
発
行
の
準
備
)

等

の
独
占

・
大
企
業

中
心

の
経
済
政
策
を
決
定
し
、
⑥
補
足
的

に

(
4

)

中
小
企
業
に
関
し
て
は
、
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
三
機
関
の
基
準
全
利
年
率
三
厘
の
引
き
下
げ
を
決
定
し
て
い
る
。

今
口
、
中
小
企
業
の
危
機
、
中
小
企
業
の
倒
産
を
回
避
す
る
政
策
と
し
て

「中
小
企
業
白
書
」
や

「中
期
経
済
計
画
」
や
「経
済
白
書
」

等
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
論
じ
ら
れ
、
現
実
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
実
行
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
に
よ

っ
て
最
も
実
際
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る

(
5

)

政
策

は
、
公
定
歩
合

の
引
き
下
げ
、
貸
付
金
利

の
引

き
下
げ
、
中
小
企
業

に
対
す

る
貸
付
枠

の
多
少

の
増
加
等

を
含
む
金
融
緩
和
政
策
に

す
ぎ
な

い
。
し
か
し

こ
れ
ら

の
政
策

は
中
小
企
業

よ
り
も
独
占

・
大
企
業

に
と

っ
て
は
る
か
に
有
利
な
も
の
と
な
る
。

し
た
が

っ
て
、

'
政
府
は
、
実
際

に
は
、
中

小
企
業
倒
産

の
原
因
を

「
中
小
企
業
白
書
」

に
も
お
と
る
か
た
ち
に
お
い
て
把
握
し
、
そ

の
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危
機
の
回
避
を
小
手
先
の
効
果
の
少
な

い
金
融
政
策
に
求
め
て
い
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
目
的
は
、
中
小
企
業
倒
産
の
現
状
と
そ
の
原
因
を
正
し
く
把
握
し
、
中
小
企
業
の
危
機
の
克
服
策
に
つ
い
て
少
し
で
も
正
し

い
方
向
に
向

っ
て
検
討
を
加
え

る
こ
と
で

あ
る
。

(
1
)

中

小
企
業
庁
編
、
昭
和

三
九
年
度

「
中
小
企
業
白
書
」

八
六
ー

七
頁
。

(
2
)

経
済
企
画
庁
編

「
中
期
経
済
計
画
」

四

一
頁
。

(
3
)

経
済
企
画
庁
編
、
昭
和
四
〇
年
度

「
経
済
白
書
」

七
八
ー

九
頁
。

(
4
)

昭
和
四
〇
年
七
月

二
七
旧

「
日
本
経

済
新
聞
」

タ
刊
。

(
5
)

こ
の
ほ
ど
都
市
銀
行

二
二
行
は
、
八
幡
製
鉄
、
富
士
製
鉄
、
日
本
鋼
管
等

の
鉄
鋼
大
手

三
社
に
対
す
る
運
転
資
金

の
貸

し
出

し
金
利
を
B
歩

一

厘
引
き
下
げ
て

一
銭
五
厘
五
毛
に
し
た
。
さ
ら

に
今
後
主
要
電
力
各
社
、
東
京
ガ
ス
、

超

一
流
大
手
機
械

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
立
製
作
所

に
対
す

る
貸

し
出
し
金
利
も
引
き
下
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
市
中
銀
行
筋

で
は
、
今
後
貸
し
出

し
金
利

が
全
面
的
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
中
小
企
業
や
零
細
企
業

に
ま
で
そ

の
効
果
が
及
ぶ
可
能
性

は
な
い
と
み
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
三
機
関

の
基
準
金
利

が
引
き
下
げ
ら
れ
、

し
か
も
最
も
影
響
力

の
大
き

い
市
中
銀
行

が
超

一
流
企
業
に
対
す
る
貸
し
出
し
金
利
を
引
き
下
げ
て
も
、

一
般

の
中
小
企
業

に
対
す
る
貸

し
出
し
金
利
は
引
き
下
げ

ら
れ
ず
、
選
別
融
資

は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
、
約
定
平
均
金
利

は

下

っ
て
も
個
別
企
業

に
対
す

る
適
用
金
利

に
は
、
信
用
度

や
収
益
性

に
応

じ
て
大
き
な
開

き
が
出

て
く
る
で
あ
ろ
う

。
今
後

の
見
通
し
と
し
て
は
、

一
部
の
超

一
流
企
業

と
銀
行

に
対
す
る

一
定
水
準

の
預
金
額
を
維
持

で
ぎ
る
よ
う
な
手
元

流
動
性

の
大
き

い
ご
く

一
部

の
企
業

に
の
み
選
別
的
な

利
下
げ

が
可
能

で
あ
っ
て
、
あ
と
の
大

部
分
の
企
業

は
そ
の
恩
恵

に
浴
す

る
こ
と

は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。

そ

の
理
由
と
し
て
は
次

の
幽

つ
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
①

一
月

か
ら
六
月
ま
で

の
三
度

の
公
定
歩
合

の
引
き
下
げ

に
も
か
か
わ
ら
ず
預
金

金
利
は
そ

の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
貸
し
出

し
金
利
水
準

が
都
市
銀
行

の
資

金

コ
ス
ト
に
接

近
し
て
い
る
こ
と
。
②

一
兆
円
を
越
え
る

コ
ー
ル

マ
ネ

ー
を
取

り
入
れ
て
お
り
、
外
部
負
債

の

コ
ス
ト
負
担
が
あ
る
。
③

経
済
恐
慌
は

一
層
深
刻

に
な
っ
て
お
り
、
債
権
保
全
め
危
険
を
お
か
し
て
ま

で

金
利
を
下
げ
る
の
は
得
策
で
は
な

い
。
④
金
利
の
全
般
的
な
低

下
の
た
め
に
長
期
債
券

に
対
す

る
投
資

の
方

が
有
利

に
な
り
つ
つ
あ
る

(
昭
和
四

〇
年

六
月
七
日

「
日
本
経
済
新
聞
」
朝
刊
)
等

友
。
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二
、
中
小
企
業
倒
産
の
現
状

今
日
の
中
小
企
業
の
危
機
は
、
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
後
の
銀
行
集
中
の
結
果
た
る
中
小
企
業
の
危
機
や
昭
和
二
四
年
、
二
五
年
前
半

の
ド
ッ
ジ
恐
慌
過
程
、
二
八
ー
九
年

の
朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
の
反
動
に
よ
る
恐
慌
過
程
等
に
お
け
る
中
小
企
業
の
危
機
以
上
に
深
刻
化
し
て

い
る
と
言

い
得
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
中
小
企
業
の
危
機
は
、
年
末
か
ら
翌
年
の
三
月

(納
税
期
)
に
か
け
て
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
季
節
的
な
も
の
で
は
な
く
、

本
質
的
に
は
い
ず
れ
も
日
本
独
占
資
本
主
義
の
構
造
的
危
機
の
特
殊
的
表
現
で
あ
る
。
経
済
的
に
最
も
弱

い
中
小
企
業
に
し
わ
よ
せ
さ
れ

た
構
造
的
危
機
は
、
従
来
ま
で
は
、
長
年
月
に
わ
た

っ
て
悩
ん
で
き
た
重
病
患
者
が
季
節
の
変
わ
り
目
に
危
篤
表
情
を
呈
す
る
よ
う
な
形

態
が

一
般
的
で
あ

っ
た
が
、
今
日
で
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
ば
か
り
で
は
な
く
、

一
年
中
、
さ
ら
に
数
年
に
わ
た

っ
て
危
篤
状
態
を
継
続

せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
な

?
て
き
て
い
る
。
今
ま
で
は
政
府
と
い
う
や
ぶ
医
者
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
だ
け
あ
ま
り
利
か
な
い
カ
ン

フ
ル
注
射
を
気
休
め
的
に
う
て
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
年
中
利
き
め
の
薄
い
風
邪
薬
の
よ
う
な
金
融
政
策

(公
定
歩
合
の

引
き
下
げ
、
貸
し
付
け
金
利
の
引
き
下
げ
、
貸
し
付
け
金
の
少
々
の
増
額
等
)

や
財
政
政
策
を
重
病
人
に
施
さ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
に
な

っ
て
き

て
い
る
。

こ
こ
で

一
定
の
資
料

に
基
づ

い
て
企
業
倒
産
の
現
状
を
分
析
し
て
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
公
定
歩
合
や
金
利
と
企
業
倒
産
と
の
関

係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

福
田
大
蔵
大
臣
は
、
昭
和
四
〇
年
七
月
三
〇
口
、
第
四
九
臨
時
国
会
の
開
会
式
当
日
、
財
政

・
金
融
政
策
に
関
す
る
演
説
の
中
で

「
ま

ず
、
金
融
面
で
は
、
六
丹
末
、
公
定
歩
合
の
再

々
引
き
下
げ
に
踏
み
切

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
た
び
、
特
に
中
小
企
業
の
金
利
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
政
府
関
係
中
小
金
融
三
機
関
の
金
利
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
窓

口
規
制
の
廃
止
、
預
金
準
備
率
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の
引
き
下
げ
な
ど
量
的
規
制
の
緩
和
と
相
ま

っ
て
、
企
業
の
収
益
性
に
明
る
い
期
待
を
与
え
る
と
考
え
ま
す
。
政
府
は
、
今
後
と
も
資
金

(
1

)

の
需
給
を
緩
和
し
な
が
ら
、
市

中
貸

し
出
し
金
利
を

一
層
引
き
下
げ

た
い
考

え
で
あ
り
ま
す
」
と

い
う

よ
う

に
佐
藤
内
閣

の
中

小
企
業
金

融
政
策

の
基
本
線

を
あ
き
ら
か
に
し

て
い
る
。

し
か
し
、

こ
こ
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
公
定
歩
合

の
引
き
下
げ
、
貸

し
出
し
金
利

の
引
き
下
げ
等

の

一
連

の
金
融
緩
和

措
置

に
よ

っ
て
、
蔵
相

の
言
う

「
企
業

の
収
益
性

に
明
る

い
期
待
」

が
現
実

に
持
た
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。

現
実

の
資

料

は
逆

の
結
果
を
物
語

っ
て

い
る
。

公
定
歩
合
は
、

一
月
、
四
月
、

六
月

に
そ
れ

ぞ
れ

一
厘
ず

つ
引

き
下
げ

ら
れ
、
さ
ら
に
今
秋

一
厘
引
き
下
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

金
融
緩
和
措
置

が
と
ら
れ

て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
際

に
は
有
効
需
要

の
増

大
が
み
ら
れ
ず
、
鉱

工
業
生
産

の
前
月
比
は
き

わ
め
て

停
滞
的
な
も

の
と
な
り
、
選
別
融
資

は
逆

に
強
化
さ
れ
、

し
か
も
拘
束
預
金
比
率
は
増
大
し
さ
え
し
て
「
企
業

の
収
益
性

に
明
る

い
期
待
」

が
み
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
企
業
倒
産

は
増
大
し
て

い
る
。

(
2

)

低

金
利
政
策

は
、
独
占
資
本
を
中

心
と
し
た
大
企
業

の
高
度
成
長
、
国
際
収
支

の
好
調

に
の
み
貢
献
し
、
中

小
企
業

、
農
業

は
も
ち
ろ

ん

の
こ
と

一
般
大
衆

の
生
活

に
何
ら
貢
献
す
る
ど
こ
ろ
か
彼
ら

の
預
金
利
子

の
引
き
下
げ
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
企
業

倒
産

は
、
従
来

ま
で
、
す
な
わ
ち
三
七
年
末

、
三

八
年
初
頭
ま
で
は
、
ほ
ぼ
東
京
商

工
興
信
所

の
資
料
が
示
す
よ
う
に
、
金
融
引
き
締

め

こ
と

に
公
定

歩
合

が
引
き
上
げ

ら
れ

る
と
増
加

し
、
公
定
歩
合

が
引
き
下
げ

ら
れ

る
と
減
少

し
た
の
で
あ
る
が
、
三
八
年
以
後
は
、

公
定

歩
合
を
上
げ

て
も
下
げ

て
も
、
効
能
は
な
く
、
年
中
行
事

の
よ
う

に
公
定
歩
合
を
引
き
下
げ

て
も
全
く
利
き

め
が
あ
ら
わ
れ
な
く
な

っ
て

(
3

)

き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
利
き
め
の
な
い
公
定
歩
合
引
き
下
げ
政
策
に
よ

っ
て
中
小
企
業
の
倒
産
を
な
ん
と
か
食

い
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
現

政
府
の
金
融
政
策
な
の
で
あ
る
。
公
定
歩
合
政
策
の
利
き
め
が
な
く
な

っ
た
の
は
、
対
米
従
属
の
自
由
化
と
閥
係
し
た
高
度
成
長
政
策
の
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第1表 企 業 倒 産 の 年 別 推 移't

ξ .,(負 債額1rOOO万 円以上～,

 

7、

一
環
と
し
て
公
定
歩
合
政
策
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
独
占
資
本
に
の
み
有
利
に
利
用
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
中
小
企
業
に
悪
く
作
用

す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
有
利
に
作
用
し
な
く
な

っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
は
、
金
融
緩
和
過
程
に

お
け
る
選
別
融
資
の
強
化
と
拘
束
預
金
比
率
の
増
大
で
あ
る
。
中
小
企
業

の
受
注
が
減
り
、
中
小
企
業

へ
の
選
別
融
資
の
強
化
と
拘
束
預

金
比
率
の
増
大
が
み
ら
れ
る
経
済
環
境
の
中
で
公
定
歩
合
を
公
式
的
に
い
く
ら
下
げ
て
も
中
小
企
業
の
倒
産
が
減
ら
な
い
の
は
あ
た
り
ま

え
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
倒
産
は
、
東
京
商
工
興
信
所
の
資
料
に
基
づ
い
て
負
債
額

一
千
万
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
み
る
と
、
件
数
に
し
て
、
昭

負 債 額
(単位100万 円)

10,868

35,823

76,924

44,214

46,355

76,674

58,013

48,444

65,157

80,394

184,038

169,459

463,115

 

数件期時

178

413

845

605

昭和27年

28年

29年

30年

31年

32年

33年

34年

35年

36年

37年

38年

39年

1,123

1,736

1,486

1,166

1,172

1,102

1,779

1,738

4,212

(注)東 京商工興信所 「興信特報 ・我国倒産状況統計表」

No.ユ0,No.14。

和

二
七
年

以
後
三
〇
年

ま
で
は
二
九
年

を
除

い
て
各
年

と
も
七
〇

〇
件

以
下
で
あ
り
、

さ
ら

に
昭
和
三

一
年
以
後
三
八
年
ま

で
は
各

年
と
も

一
、
○
○
○
件
以
上

二
、
O
O
O
件
以
下
で
あ

っ
た
が
、

三
九
年

に
な

る
と
四
、

二

一
二
件

ハ負
債
額
総
計
四
、
六
三

一
億

一
、

五
〇
〇
万
円
)

と
急
激

に
増
加
し
、

四
〇
年
に
入

っ
て
も
そ

の
状

(
4

)

態
を
持
続
し
て
い
る

(第
1
表

.
第
2
表
)。

中
小
企
業
の
倒
産
は
、
件
数
に
し
て
昭
和
三
九
年
に
は
二
七
年

$

の
二
三
倍
以
上
、
三
〇
年
の
七
倍
弱
、
三
六
年
の
三
倍
以
上
、
三

七
年
、
三
八
年
の
二
倍
以
上
に
も
ふ
く
れ
あ
が

っ
て
い
る
。
そ
れ

を
負
債
額
で
み
る
と
、
三
九
年
に
は
二
七
年
の
四
二
倍
パ
三
〇
年

の

一
〇
倍
以
上
、
三
六
年
の
五
倍
以
上
、
三
七
年
、
三
八
年
の
二

倍
以
上
で
あ
る
。
こ
と
に
最
近
の
企
業
倒
産
は
パ
三
八
年

の
八
月
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(負債 額・1,000万 円 以上》

件 数 1
頂 債 額一

209

194

198

238

275

332

282

295

278

372

379

449

518

596

402

521

507

584

450

526

491

506

(単位100万 円)

21,615

23,908

28,216

35,101

35,508

36,395

25,214

24,877

20,800

33,060

30,729

41,215

59,005

92,995

42,032

45,957

99,005

39,869

33,559

47,530

37,005

34,402

の 月 別推 移

時 期

11月

12月

39年1月
,

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

40年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

第2表 企 業

司 件 数胤 、
竺
蕊時

33

03

80

25

硲

68

73

48

29

60

07

69

69

29

46

54

64

05

05

35

63

66

田
獅
陶
即
獅
邸
田
即
即
固
顕
町
昭
⑳
別
卿
眠
埠
耶
即
師
抽

27

72

田

36

45

56

51

42

52

53

46

49

87

35

10

13

61

41

27

59

43

59

1

1

i
⊥

-
⊥

ー
エ

ー
ふ

¶⊥

4⊥

¶」

-
」

41

1
⊥

鴫1

1
⊥

-
⊥

1

1

1

1
⊥

寸
ユ

ー
⊥

昭 和37年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

ユ0月

11月

12月

38年1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

(注)①

②

◎

東京商工興信所 「興信特報 ・我国倒産状況統計表」No.14。

東京商工興信所 「昭和40年5月 度全国企業倒産状況」。

6月,7月 については 「日本経済新聞」のそれぞれの月の30日の新聞,

参照のこと。

8月 につい ては29Hの 新聞

頃

か
ら
急
増
傾
向
を

た
ど
り

.は
じ
め
た
。

業
種
別

に
企
業
倒
産

を
み

る
と
、
機
械
、
金
属
、
繊
維
、

.食
品
、
化
学
、
建

設
等

の
業

種

に
多

い
が
、

こ
と
に
機
械
、

金
属
、
建
設

の
占

め
る
比
重

は
増
大
傾
向

に
あ
る
。
そ
れ

ら
と
は
逆

に
繊
維
関
係

で
は

今
ま
で
に
か
な
り
整
理
さ

れ

て

い
る
の
で
倒
産

の
比
重

は

低
下
し
て

い
る
。

規
模
別
に
負
債
額

一
千

万

円
以
上

の
企
業
倒
産
を

み
る

と
、
資
本
金
百
万
円
か
ら
五

百
万
円
ま
で
の
層

に
最

も
多

く
、
次

に
資
本
金
百
万
円
以

下

の
個
人
企
業
を
含

む
層

に
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多

い
。
負
債
額
で
み
る
と

一
千
万
円
か
ら
五
千
万
円
の
層
に
倒
産
件
数
が
多

い
.
最
近
で
は
、
資
本
金
五
百
万
円
以
上
、
負
債
額
五
千
万

円
以
上
、
さ
ら
に

一
億
円
以
上
の
大

口
倒
産
が
急
増
し
て
い
る
。
負
債
額

一
千
万
円
以
下
の
倒
産
を
実
証
す
る
全
国
的
統
計
資
料
は
い
ま

の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
が
、
負
債
額

一
千
万
円
以
下
で
倒
産
し
た
小

・
零
細
企
業
の
数
は
、

一
千
万
円
以
上
の
倒
産
件
数
の

一
〇
倍
以
上

(
5

)

に
な

る
と

も
推
定
さ
れ

て
い
る
○

-

企
業
倒
産

は
、
昭
和
三
九
年
五
月
、

六
月
、

七
月
と

一
時
的

に
や
や
減
少

し
た
が
、
八
月
に
は
倒
産
件
数

に
お

い
て
三
七
二
件
と
戦
後

最
高
を
記
録

し
た
。
さ

ら
に
同
年

九
月
に
は
三
七
九
件

と
記
録

は
更
新

さ
れ
、

一
〇
月
、

一
一
月
、

一
二
月

に
お
い
て
、
件
数
、
負
債
金

額
と
も
に
最
高
記
録

は
月

々
更
新
さ
れ
た
。

三
九
年

=

一月
中

の
企
業
倒
産

は
五
九

六
件
、
負
債
金
額
九

二
九
億
九
、
五
〇
〇
万
円
と
従
来

の
最
高

で
あ

っ
た

一
一
月

の
水
準

を
大

き
く
上
回

っ
た
。

一
二
月

の
企
業

倒
産

の
特
色

は
、
倒
産

が
中

小
・企
業

か
ら
大
企
業

に
も
及
ん
だ
こ
と

で
あ
り
、
負
債
総
額

一
億

円
以
上

の
大

口
倒
産

が

=

七
件

で
、
全
体

の

一
九

・
六
%
を
占

め
、
負
債

金
額

で
は
七

六
六
億

五
、
三
〇
〇
万
円
で
全
体

の
八
二

.
四
%

を
占

め
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

同
年

一
二
月

に
は
、
資
本
金
三

一
億
五
千
万
円

の
日
本
特
殊
鋼
が
負
債
額

二
百
億
円
を
出

し
て
倒
産
し
、
そ
の
連
鎖
反
応
で
千
代

田
金

属
産
業

(負
債
額
四
〇
億
円
)
ほ
か
四
社
が
倒
産
し
、
さ
ら
に
資
本
金

二
八
億

二
千
万
円

の
サ

ン
ウ

ェ
ー
ブ

エ
業
が
負
債
額

一
七
〇
億

円
を

出

し
て
倒
産
し
、
そ

の
影
響

で
サ

ン
ウ

ェ
ー
ブ

・
マ
ル
タ

ン

(負
債
額

一
五
億
円
)
ほ
か
数

社
が
倒
産

し
た
た
め
、
企
業
倒

産

の
大

口
化

が

顕
著

と
な

っ
た
。
し
か
し
負
債
額

一
千
万

円
以
下

の
統
計

に
あ
ら
わ
れ

て
い
な

い
小

・
零
細
企
業

の
倒
産
、
転
廃
業
件
数

が
縮
小
し
た
と

い
う
証
拠

は
ど

こ
に
も
な
く
、
む
し
ろ
倒
産

は
、
大

口
化
す
る
と
同
時

に
小

口
化
も
し
て
お
り
、
企
業
倒
産

の
領
域

は
ま
す
ま
す
広
範
化

し
て

い
る
と
考

え
る
こ
と
が
正
し

い
で
あ
ろ
う
。

倒

産
が
大

口
化

の
傾
向
ば

か
り

で
は
な
く
、

同
時

に
小

口
化

の

傾
伺

を
も
も

っ
て
い
る

こ
と
の
証
拠
は
、

通
産

省
が
小

.
零
細
企
業
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(
製
造
業
で
は
従
業
員
二
〇
人
以
下
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
従
業
員
五
人
以
下
)

の
個

人
事
業
主
ま
た
は
常
勤
役
員

を
法
律

に
よ

っ
て
小
規
模

企
業
共
済
事
業
団

を
作

っ
て
こ
れ
に
加
入
さ

せ
、
さ
ら
に
掛
け
金
を
月

々
積

み
立

て
さ
せ
て
倒
産
や
廃
業

の
際

の
転
業
資
金
を
準
備
さ

せ

よ
う
と
し

て
い
る
こ
と

の
中

に
発
見
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

昭
和
四
〇
年

に
入

っ
て
も
相
変

わ
ら
ず
倒
産

は
高

水
準

を
維
持

し
、

一
月
に
四
〇

二
件

、
二
月

に
は
五
一
=

件

(負
債
額
四
五
九
億
五
、

七
〇
〇
万
円
)
で
、
当
時
戦
後
最
高
と
騒

が
れ
た
三
九
年

一
〇
月
、

一
一
月

の
水
準

と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。

一
件
当
り

の
平
均
負
債
額

は

三
九
年

一
二
月

一
億
五
、

六
〇

〇
万
円
だ

っ
た
の
が
、

一
月
に
は

一
億
四
五
〇
万
円
、

二
月
に
は
八
、
八
〇
〇
万

円
と
小

口
化

し
て
い
る
。

三
月

に
な
る
と
倒
産
件
数
五
〇
七
件
、
負

債
額
九
九
〇
億
五
〇
〇
万
円

で
、
負
債
額

で
は
昨
年

一
二
月

の
九
二
九
億
九
、
五
〇
〇
万
円

を
上
回

っ
て
ま
た
ま
た
戦
後
最
高

を
記
録
し
た
。
三
月

の
企
業
倒
産

の
特
徴

は
二
月

に
比
較
し
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前

に
比
較

し
て
規
模

が
き

わ
め
て
大

規
模
化
し

た
こ
と
で
あ

る
。

こ
と
に
、
東
証

第

一
部
上
場
会
社

の
山
陽
特
殊
鋼

は
、
戦
後
最
大

の
負
債
額

(約
五
〇
〇
億
円
)
を
出
し
て
倒
産
し
た
。
同
会
社
は
資
本

金
七
三
億
八
千
万

円
、
従
業
員
数
三
、

七
〇
〇
人
、
下
請
会
社
数
三
〇
〇
社
、
そ

の
う
ち
直
接
関
連
下
請
会
社
四
七
社

で
あ
り
、
日
本
特

殊
鋼

と
並
ん

で
、

い
や
そ
れ
以
上
に
同
業
界

の
中
小
企
業
や
そ
れ
ら
の
従
業
員

に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ

の
後

四
月
、
五
月
、
六

月
、

七
月
、
八
月

に
お

い
て
倒
産

規
模

は
縮
小
し

て
い
る
と

は
言
え

い
ぜ
ん
高
水
準

を
保
持

し
て
い
る
。

こ
こ
で
三
七
年

か
ら
四
〇
年

の
今

日
に
い
た
る
ま
で
の
負
債
額

二
〇
億

円
以
上

の
大

口
倒
産
会
社

を
あ
げ
る
と
次

の
通
り

で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、
三
七
年

二
月
東
急
く
ろ
が
ね

(
=
ご
○
億
円
)
、
五
月
大
王
製
紙

(
=
二
一
億
円
)、

一
〇
月
高
野
建
設

(
三
〇
億
円
)
、
三
八
年
四
月

山

口
自
転
車

(
八
〇
億
円
)
、
日
本
製
紙

(七
〇
億
円
)
、
七
月
三
協
食

品
工
業

(
二
〇
億
円
)
、

一
二
月

ホ
ー

ニ
ン
グ

(
二
〇
億
円
)
、
三
九
年

一

月
大
成
物
産

(
四
〇
億
円
)
、
二
月
東
京
発
動
機

(七
〇
億
円
)
、

三
月
品
川
製
作
所

(
三
五
億
円
)
、
日
満

興
業

(
二
〇
億
円
)
、
福
泉
醸

造

(
二

〇
億
円
)
、
高
森
産
業

(
二
五
億
円
)
、

六
月
ネ

コ
ス

(
二
〇
億
円
)
、
八
月
中
部

工
業

(
四
〇
億
円
)
、

二
月
新
世
乳
業

(
二
〇
億
円
)
、

日
電

工
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業

(
二
五
億
円
)
、
柴

田
ゴ

ム

(
六
〇
億
円
∨
、
大

正
鉱
業

(
四
五
億
円
)
、
西
村

メ
リ
ヤ
ス

(
二
〇
億
円
)
、

一
二
月

日
本
特
殊
鋼

(
二
〇
〇
億
円
)
、

サ

ン
ウ

ェ
ー
ブ
エ
業

(
一
七
〇
億
円
)
、
四
〇
年

一
月
田
中
電
機
製
作
所

(
一
〇
三
億
円
)
、
三
月

山
陽
特
殊
鋼

(
五
〇
〇
億
円
)
、
日
本
繊
維

工
業

く
五
五
億
円
)
、
四
月
灘
瑳
榔

(
二
〇
億
円
)
等

で
あ
る
。

さ
ら

に
東
京
商

工
興
信
所
が
発
表

し
て
い
る
よ
う
な
負
債
額

一
億

円
以
上
の
大

口
倒
産

を
あ
げ
る
と
そ
の
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
。

大

口
倒
産
会
社

は
ほ
と
ん
ど
が
上
場
会
社

で
あ
り
、
三
九
年

に
は
こ
れ
ら

の
大

ロ
倒
産
上
場
会
社

の
九
八
%
が
中

小
下
請
会
社
等

の
小

(
6

)

口
債
権
を
犠
牲
に
す
る
よ
う
な
会
社
更
生
法

の
適
用
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
会
社
は
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
独
占
資
本
と
の
関
係
を
¶

も

っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
山
陽
特
殊
鋼
、
日
本
特
殊
鋼
、
サ
ン
ウ

ェ
ー
ブ
な
ど
の
大
企
業
の
倒
産
は
、
独
占
資
本
に
よ
っ
て
計

画
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

へ
の
会
社
更
生
法
の
適
用
は
、
独
占
資
本
の
合
併

へ
の
意
欲
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

企
業
が
倒
産
に
直
面
し
た
場
合
、
独
占
資
本
の
代
弁
者
的
性
格
の
濃
厚
な
政
府
は
、
次
の
よ
う
な
段
層
的
政
策
を
も

っ
て
の
ぞ
ん
で
い

る
。す

な
わ
ち
、
零
細
企
業
に
対
し
て
は
賃
金
労
働
者

へ
の
政
策
的
転
換
を
推
進
し
、
中
小
企
業
に
対
し
て
は

一
部
の
上
層
部
分
の
も
の
以

外
は
本
質
的
に
は
放
置
政
策
を
も

っ
て
の
ぞ
み
、
大
企
業
に
対
し
て
は
社
会
経
済
的
影
響
が
大
き

い
と
い
う
理
由
で
会
社
更
生
法
に
よ
る

新
生
を
許
容
し
、
独
占
企
業
に
対
し
て
は
山

一
証
券
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
至
れ
り
尽
せ
り
の
救
済
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。

東
京
商
工
興
信
所
調
べ
に
よ
る
最
近
の
東
京
通
産
局
管
内

(
一
一都
県
)
の
負
債
額

一
千
万
円
以
上
の
倒
産
件
数
と
負
債
額
は
(第
3
表
)

の
通
り
で
あ
る
。

四
〇
年

の

一
ー
五
月
の
倒
産
件
数
は
九
〇
九
件
で
あ
り
、
前
年
同
期
の
二

・
三
倍
と
い
う
高
水
準
を
示
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
数
字
は

同
期
間
の
全
国
企
業
倒
産
件
数
の
三
七
%
に
相
当
し
、
同
局
管
内
の
企
業
倒
産
が
い
か
に
高
水
準
に
あ
る
か
を
明
白
に
し
て
い
る
。
都
県
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離
菖

の
旦

近

額
頁

状 況

万 円以 上)

額

i位100万 円)

4,828)

15,682)

13,587)

10,883)

12,699)

・商 学 論 叢 一

第3表 東京通産局管 内(11都 県)の 最;

(負債

時 期1件 数1

10,823(

15,338(

24,292(

11,741(

16,387(

113(54)

191(60)

204(83)

209(80)

192(110>

昭和40年1月

2月

3月

4月

5月

計lgO9(393)178・581(57・679)

(注)東 京商工興信所調べ。ヵッコ内は前年同月の倒産件数 と負債

額 を示す。

(216)

以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

万
円
前
後
ま
で
の
中
小
企
業
の
連
鎖
倒
産
は
ま
す
ま
す
多
く
な
り
、
成
長
中
堅
企
業
と
い
わ
れ
た
層
に
ま
で
波
及
し
、

○
○
万
円
未
満
の
中
小
企
業
の
下
層
に
ま
で
よ
り
深
刻
な
状
況
を
伴

っ
て
波
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

同
時
に
中
規
模
化
、
さ
ら
に
小
規
模
化
を
同
時
に
ま
ね
く
も
の
で
あ
り
、

と
に
な
る
。

中
小
企
業
庁
は
、
四
〇
年
六
月
の
政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
調
査
資
料
な
ど
を
中
心
に
分
析
し
て
、
七
月
三

一
日

?
)

別
に
み
る
と
東
京
都
が
ほ
ぼ
七
〇
%
近
く
で
圧
倒
的
に
多
く
、
あ
と
静
岡
、
神
奈
川
の
順
に

な

っ
て
い
る
(京
浜
工
業
地
帯
の
中
小
工
業
の
倒
産
が
多
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
)。
業
種
別
で

は
機
械
金
属
関
係
が
件
数
で
全
体
の
四
〇
%
、
負
債
額
で
五
〇
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
で
は
工
事
請
負
な
ど
建
築
土
木
関
係
、
静
岡
県
下
の
製
紙
関
係
な
ど
が
目
立

っ
て
い
る
。

企
業
倒
産
を
規
模
別
に
み
る
と
、
資
本
金

一
〇
〇
万
円
以
下
が
件
数
で
四
七
%
、
負
債
額

で

一
五
%
、
資
本
金

一
〇
〇
万
円
以
上

一
千
万
円
以
下
が
件
数
で
四
四
%
、
負
債
額
で
三
五

%
を
占
め
、
資
本
金

一
千
万
円
以
下
の
中
小
企
業
に
集
中
し
て
お
り
、

い
か
に
日
本
独
占
資

本
主
義
の
構
造
的
矛
盾
が
こ
れ
ら
の
層
に
集
中
し
て
い
る
か
明
白
で
あ
る
。

倒
産
の
原
因
に

つ
い
て
は
別
の
と
こ
ろ
で
詳
説
す
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
か
ん
た

ん
に
同
局
管
内
の
倒
産
原
因
を
み
る
と
親
会
社
の
倒
産
に
よ
る
連
鎖
反
応
が
最
も
多
く
、
続

い
て
売
り
上
げ
不
振
と
在
庫
圧
迫
に
よ
る
も
の
、
過
剰
設
備
投
資
に
よ
る
資
金
繰
り
の
悪
化
、

不
良
債
権
の
累
積
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

企
業
の
大
規
模
倒
産
が
お
こ
れ
ば
お
こ
る
ほ
ど
、
資
本
金

一
〇
〇
万
円
前
後
か
ら

一
千

さ
ら
に
資
本
金

一

し
た
が

っ
て
倒
産
の
大
規
模
化
は
、

構
造
的
矛
盾
を
こ
れ
ら
の
下
層
の
中
小
企
業
に
集
中
さ
せ
る
こ

「最
近
の
中
小
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企
業
経
済
動
向
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
金
融
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
恐
慌
は

一
層
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
生
産
活
動
は
、
景
気
変
動
の
影
響
が
比
較
的
少
な
い
食
料
品
、
輸
出
関
連
企
業
、
官
公
需
関
連
企
業
を
除
い
て

一
般
に
停

滞
し
て
お
り
、
と
く
に
重
電
機
、
工
作
機
械
、
非
鉄
金
属
加
工
、
自
動
車
の

一
部
な
ど
を
含
む
機
械
金
属
、
合
繊
織
物
を
含
む
繊
維
な
ど

の
業
種
で
は
親
企
業

の
減
産
措
置
が
そ
の
ま
ま
下
請
中
小
企
業
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
、
下
請
に
お
け
る
極
度
の
生
産
減
少
と
な

っ
て
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

経
済
の
先
行
き
見
通
し
難
、
こ
れ
ま
で
の
借
り
入
れ
の
極
度
の
増
加
に
よ
る
財
務
構
成
の
悪
化
、
最
近
の
受
注
減
退
等
が
原
因
で
設
備

投
資
意
欲
は
衰
え
、
食
料
品
製
造
業
、
小
売
り
業
な
ど
の

一
部
の
も
の
を
除
い
て
は
急
速
に
減
退
し
て
い
る
。
な
お
在
庫
は
、
昨
年
秋
ご

ろ
か
ら
増
加
傾
向
が
明
白
に
な
り
、

一
般
的
に
は
今
年
に
入
っ
て
も
上
昇
し
て
い
る
。

ま
た
政
府
系
三
公
庫
に
対
す
る
借
り
入
れ
申
し
込
み
状
況
か
ら
資
金
需
要
の
内
容
を
み
る
と
、
設
備
資
金
需
要
は
急
減
し
た
ま
ま
で
あ

り
、
運
転
資
金
需
要
は
や
り
く
り
経
営
の
た
め
に
む
し
ろ
前
年
同
期
を
上
回
る
程
度
に
ま
で
増
大
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
特
徴
的
な
点
は
、

過
去
の
設
備
投
資
に
よ
る
資
金
の
固
定
化
、
借
り
入
れ
金
返
済
な
ど
の
圧
迫
に
よ

っ
て
、
長
期
運
転
資
金
の
需
要
が
五
月
以
後
急
速
に
増

(
8

)

加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
下
請
代
金
決
済
面
の
売
り
掛
け
期
間
、
現
金
比
率
、
手
形
サ
イ
ト
な
ど
は
い
ず
れ
も
悪
化
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
中
小
企
業
を
中
心
と
す
る
倒
産
は
い
ぜ
ん
と
し
て
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
中
小
企
業
金
融
公
庫
は
、
四

〇
年
七
月
三
〇
口
、

「
七
月
-
九
月
の
予
測
を
中
心
と
す
る
中
小
企
業
動
向
調
査
の
結
果
」
を
発
表
し
た
。
今
年
四
月
ー
六
月
に
生
産
、

受
注
、
売
り
上
げ
が
増
加
し
た
企
業

の
割
合
は
、
前
回
調
査
時

(五
月

一
日
)
の
予
測
に
反
し

一
月
ー
三
月
の
実
績
を
さ
ら
に
下
回
り
、
ま

た
操
業
率
の
低
下
、
製
品
在
庫
の
増
加
が
み
ら
れ
、
販
売
価
格
も
引
き
続
き
下
落
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
七
月
ー
九
月
に
生
産
、
販
売
額
が
前
期
よ
り
増
加
す
る
と
予
想
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
さ
ら
に
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減
少
し
、
受
注
も
引
き
続
き
悪
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
、
製
品
価
格
の
上
昇
も
期
待
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
情
勢
か
ら
中
小

企
業
の
経
営
上
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
第

一
位
だ

っ
た
求
人
難
が
第
二
位
と
な
り
、
受
注
の
停
滞

・
減
少
が
第

一
位
、
売
り
上
げ
の
停
滞

(
9

)

・
減
少
が
第
三
位
、
コ
ス
ト
増
の
順
と
な
る
に
い
た

っ
た
。

貸
し
出
し
金
利
は
、
し
だ
い
に
下
が
り
始
め
て
お
り
、
七
月
ー
九
月
に
は
、
六
月
末
の
公
定
歩
合
引
き
下
げ
な
ど
か
ら
金
利
引
き
下
げ

の
期
待
感
が

一
層
高
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
選
別
融
資
は
強
化
さ
れ
、
拘
束
預
金
比
率
は
増
大
し
て
中
小
企
業
の
金
融
難
は
む

し
ろ
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
は
中
小
企
業
の
倒
産
が

一
連
の
金
融
緩
和
措
置
に
よ

っ
て
急
減
す
る
見
通
し
は
ど

こ
に
も
存
在
し
な
い
。

「不
況
の
冷
た
い
風
は
ま
ず
中
小
企
業
に
吹
き
、
好
況
の
陽
光
は
大
企
業
か
ら
さ
す
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
状
で
は
中
小
企

業
は
、
当
分

の
間
、
恐
慌

の
嵐
の
中
に
事
実
上
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
1
)

昭
和
四
〇
年
七
月

三
〇
日

「
日
本

経
済
新
聞
」

タ
刊
。

(2
)

四
〇
年
度

の
国
際
収
支

は
、
輸
出

八
四
億
ド

ル
、

輸
入
七
〇
億
ド

ル
、
差

し
引
き
貿

易
収
支

で

一
四
億

ド
ル
の
黒
字
、

こ
れ
か
ら
貿
易
外
収
支

の
赤
字

七
億
ド
ル
を
差
し
引

い
て
、

経
常
収
支

で
約
七
億

ド
ル
の
黒
字

が
予
想
さ
れ
て

い
る

(凍
京
銀
行
頭
取
原
純
夫

氏
ら

の
予
想
)
。

(
3
)

東
京
商

工
興
信
所

「
興
信
特
報

・
我
国
倒
産
状
況
統
計
表
」
別
冊

Z
o
・忘
。
日
本
評

論
社

「
経
済

セ
ミ
ナ
ー
」

中
、
加
藤
誠

一
氏

「
中
小
企
業

倒
産

の
構
造
」
等
参
照
。

(
4
)

東
京
商

工
興
信
所

の
企
業
倒
産

に
関
す
る
調
査

は
、
朝
鮮
戦
争

の
後
半
期
す
な
わ
ち

昭
和

二
七
年

以
後
毎
月
今
日
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
て
き

て

い
る
。
そ

の
調
査

の
特
徴

は
負
債
額

一
千
万
円
以
上
の
企
業

の
倒
産
を
各
月
別

に
件

数
、
負
債
額
等
を
集
計
し
、

さ
ら
に
公
定
歩
合
政
策
と
企

業
倒
産
と
の
関
係
、
倒
産
原
因
、
月
別
業
種
別
倒
産
状
況
、
資
本
・金
別
倒

産
状
況
等
を

あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
企
業
倒
産

に
っ
い
て

の
調
査

は
、
帝
国
興
信
所

に
お
い
て
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
残
念

な
こ
と
に
は

一
番
問
題

の
あ
る
負
債
額

一
千
万

円
以
下
、

資
本
金
に
直
す
と
約

一
〇
〇
万

円
以

下
の
零
細
な
企
業

の
倒
産
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
点
で
あ
る
。
む
し
ろ

こ
の
よ
う
な
調
査

は
政
府

の

し
か
る
べ
き
機
関
が
責
任
を
も

っ
て
綿
密
に
行
な
う

べ
き
性
質

の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
調
査
資
料
な
し
に
中
小
企
業
政
策
を
正
し
く
行
な

い
得

べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
現
状

で
は
そ
の
よ
う
な
調
査
資
料
な
し
に
中
小
企
業
政

策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
し
ま

っ
で
あ
る
。
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(
5
)

松
本

三
益
氏

「
中
小
企
業
の
危
機

と
党

の
中
小
企
業
政
策
」
(
「
前
衛
」
2
ρ
N
。。べ

一
九

六
五
年

六
月
号

一
七

一
頁
)
。

(
6
)

会
社
更
生
法

は
、
保
全
処
分

に
よ
る
債
務

の
弁
済
停

止
な
ど
債
権
者

こ
と
に
中

小
債
権
者

の
犠
牲
に
よ
っ
て
大
口
倒
産
会
社
を
更
生
さ
せ
よ
う

と
す
る
意
図
を
事
実
上
も

っ
て
い
る
。
更
生
会
社

は
債
務
を
ク
ナ
上
げ
し
て
身
軽

に
な

り
、

安
売
り
な
ど
行

な

っ
て
業
界
の
秩
序

を
乱
す
傾
向
が

あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
小
口
債
権
者

で
あ
る
下
請
中
小
企
業

に
と

っ
て
は
迎
鎖
倒
産

の
危
険

が
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ

ら
に
下
請
中
小
企
業

の
労
働
者

に
対
す
る
賃
金
支
払

い
は

一
層
困
難
な
も
の
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
実
情

か
ら
し
て
会
社
更

生
法
改
正

に
つ
い
て
の
要

求
は
日
々
に
増

大
し

て
き

て
い
る
。

(
7
)

東
京
都
労
働
局
が
調

べ
た
今
年

一
月
-
六
月

の
都
内
企
業
整
備
件
数

は
三
〇
八
件

で
、
昨
年
同
期

の
二
二
六
件
を
四
〇
%
近
く
上
回
り
、
さ
ら

に
、
七
月

一
日
か
ら
中
旬
ま
で
に
三
五
件
を
数
え
て
い
る
。

な
か
で
も
従
業
貝

一
〇
〇

人
未
満

の
中
小
零
細
企
業

の
倒
産

は
毎
月
三
σ
ー

五
〇
件

に
達
し
て
い
る
。
都
内

に
お
い
て
も
倒

産

は
特
定
業
種

か
ら
だ
ん
だ
ん
全
般
的
な
も
の
に
な
り

つ
つ
あ
り
、
同
時

に
中

小
零
細
企
業

の
倒
産

は
親

企
業
や
取
り
引
き
先
の
不
振
、
倒
産

に
伴
う
連
鎖
的
な
も
の
が
目
立

っ
て
き
て
い
る
。

(
8
)

昭
和
四
〇
年
八
月

一
日

「
日
本
経

済
新
聞
」
朝
刊
。

(
9
)

こ
の
動
向
調
査

は
、

全
国
中

小
企
業
九
、

六
五
〇
社

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
(
回
収
率
六
三

・
二
%
)
に
基
づ

い
て
い
る

(昭
和

四
〇
年
七
月
三

一
日

「
日
本
経
済
新
聞
」
朝
刊
)
。
」

三
、
中
小
企
業

の
規
模
別
構
成

の
変
化

日
本
独
占
資
本
主
義
の
規
模
の
拡
大

・
高
度
化
は
、
産
業
の
規
模
別
構
成
を
変
化
せ
し
め
る
。
す
な
わ
ち
、
極
度
に
発
展
し
た
独
占

・

大
企
業
群
、
そ
れ
ら
に
選
別
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
好
景
気
に
は
急
速
に
発
展
し
、
不
景
気
に
は
急
速
に
下
向
す
る
中
小
企
業
の
上

層
部
分
、
個
別
的
に
は
た
え
ず
流
動
し
な
が
ら
も
全
体
と
し
て
は
比
較
的
変
動
の
少
な
い
中
小
企
業
の
中
層
部
分
、

一
貫
し
て
比
重
的
低

下
傾
向
の
顕
著
な
中
小
企
業
の
下
層
部
分
、
零
細
企
業
群
等
を
現
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は

「
工
業
統
計
表
」
を
参
照
す
れ
ば

あ
る
程
度
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う

(第
4
表
)。

中
小
企
業
の
規
模
別
構
成
の
変
動
に

つ
い
て
だ
け
み
れ
ば
、
と
く
に
中
小
製
造
工
業
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
中
小
工
業

の
上

層

部
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(%)

付加価値額(従 業者
4人 以上の事業所)

第4表 従 業 者 規 模 別 構 成 比

37年

100.0

35竺[36年

100.ollOO.0

3.6

6.9

5.5

6.9

10.0

10.2

6.3

7.9

11.1

31.6

3.4

6.5

5.3

6.6

9.2

9.7

6.0

7.9

11.1

34.3

3.7

6.7

製造品出荷額

坤36年137年
100.0

1.7

3.0

6.1

5.0

6.5

9.4

10.4

6.3

8.4

5.1

6.9

9.2

9.7

6.1

7.7

12.811.7

30.433.2

100.0

1.8

3.2

6.3

4.9
'6

.8

9.3

10.1

6.4

8.2

12.4

30.6

100.0

1.7

3.0

6.1

5.0

6、5

9.3

10.0

6、3

8.3

12.2

31.6

従 業 者 数

35年136杢 年

100.0

6.1

7.0

1ユ.1

7.8

8.9

11.3

10.1

5.6

6.6

8.0

17.5

100.0

6.4

7.2

11.3

7.8

8.8

11.1

9.9

5.4

6.5

7.6

18.0

事 業 所 数

35年136年137年
従業者規模別

100.0

6.9

7.7

11.8

7.7

9.3

11.1

9.8

5.3

6.2

7.4

16.8

1「OO.0

49.5

、・19.9

15.0

5.9

4.3

3.0

1.4

0.4

0.3

0.2

0.1

100.0

50.3

ユ9.7

14.9

5.8

4.1

2.9

1.3

0.4

0.3

0.2

0.1

100.0

51.0

19.9

14.6

5.4

4.2

2.7

1.2

0.4

0.3

0.2

0.!

合 計

従 業 者 数3

人 以 下
4入 ～9人

10人 ～19人

20人 ～29人

30人 ～49人

50人 ～99人

100人 ～199人

200人 ～299人

300人 ～499人

500人 ～999人

1,000人 以 上

(注)通 商産業大臣官房調査統計部編,昭 和37年度 「工業統計表」の 「産業編」(39年12月 刊行)。

(
二
〇
〇
」
二
九
九
人
)
と
大

工
業

の
下
層
部
(
三
〇
〇
ー
四
九
九
人
)
は
、
他

の
各
規
模

の
も
の
と
比
較
し

て
、
移
動
率
が
高

く
、
昭
和
三
七
年

に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
〇
%

と
二

一
%

の
企
業

が
移
動

し
て

い
る
。

こ
れ
に
次

い

で
五
〇
ー
九
九
人

の
層
、

一
〇
〇
ー

一
九
九

人
の
層

の
順

で
移
動
率

が

　
ユ

　

高

い
。

一
千
人
以
上

の
大

工
業

で
は
七
%

と
移
動
率

が
低

い
。

三
七
年

の
移
動
内
容

に

つ
い
て
み
る
と
、

二
〇
〇
-

二
九
九
人

の
層

は
上
方
移
動

が

一
四
%
、
下
方
移
動

が

一
六
%
、
三
〇
〇
ー
四
九
九
人

の
層
は
上
方
移
動
が

一
一
%
、
下
方
移
動

が

一
〇
%

と
な

っ
て
い
る
。

三

七
年

は
経
済
恐
慌
現
象

が
顕
著

で
あ

っ
た
た
め
、
下
方
移
動

の
割
合

が
多
く
出

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
比
較
的
好
況

が
続

い
た
三
六
年

に

お
け

る
以
上
二

つ
の
層

の
移
動
状
況
を
み
る
と
、

二
〇
〇
ー

二
九
九
人

の
層

の
上
方
移
動

は
二

一
%
、
下
方
移
動

は

一
三
%
で
あ

っ
た
。
三
〇

.
○
ー
四
九
九
人
の
層

の
上
方
移
動

は

一
四
%
、
下
方
移
動
は

一
一
%

で

あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
三
〇
〇
人
前
後

の
企
業
群
が
最

も
移
動
率
が
高
く
、
好

景
気

の
と
き
に
は
上
方
移
動

を
急
速

に
展
開

し
、
恐
慌

が

一
般
化
す
る

場
合

に
は
、
下
方
移
動

あ
る

い
は
倒
産

を
引
き
お

こ
す

こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
三
〇
〇
人
前
後

の
中

小
企
業

は
、
三
五
ー

六
年

の
よ
う

に



(221)一 構造的危機のあらわれとしての中小企業の倒産 一17

比
較
的
好
景
気
の
と
き
に
は
、
規
模
の
拡
大
と
安
定
性
と
を
あ
る
程
度
伴

っ
て
、
中
小
企
業
か
ら
中
堅
企
業

へ
の
発
展
だ
と
言
わ
れ
て
さ

わ
が
れ
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
恐
慌

の
と
き
に
は
中
小
企
業
と
そ
れ
か
ら
上
向
し
た
中
堅
企
業
群
の
下
方
移
動
と
倒
産
は
、
き
わ
め
て
多

数
と
な
る
。

三
八
年
以
後
今
日
に
い
た
る
恐
慌
過
程
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業

の
上
層
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
資
本
金
五
千
万
円
以
上
、
従
業
員
三
〇

〇
人
以
上
の
中
堅
企
業
群
に
お
い
て
も
多
数
の
倒
産
を
ま
ね
い
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
最
も
堅
実

に
み
え
る
よ
う
な
中
小
企
業
の
上
層
や
中
堅
企
業
こ
そ
、
常
に
流
動
性
に
富
み
、
こ
と
に
恐
慌
の
場
合
に
は
、
常
日
頃
独
占

・
大
企
業
と

密
接
な
関
係
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
か
え

っ
て
仇
と
な
り
、
し
わ
寄
せ
を
直
接
う
け
て
倒
産
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。

中
小
企
業
上
層
部
の
近
代
化
、
規
模
の
拡
大

・
専
門
化
と
量
産
体
制

へ
の
照
応
、

い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
の
中
堅
企
業
化
は
、
独
占
資
本

主
義
の
高
度
成
長
過
程
に
お
け
る
独
占
資
本
の
利
潤
の
最
大
限
化
の
要
請
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
逆
に
独
占
資
本
の
高

度
成
長
の
後
退
に
よ

っ
て
停
滞
的
な
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
絶
対
的
に
も
後
退
す
る
。
.

中
小
企
業
上
層
部
の
中
堅
企
業
化
は
、
好
景
気
の
過
程
に
お
い
て
の
み
み
ら
れ
る

一
時
的
現
象
で
あ
り
、

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
中
堅

企
業
な
る
も
の
も
、
長
期
的
に
み
る
と
独
占
資
本
の
意
の
ま
ま
に
成
長
あ
る
い
は
停
滞
、
さ
ら
に
倒
産
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
と

何
ら
本
質
的
に
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
堅
企
業
論
の
理
論
的
欠
陥
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
、
中
堅
企
業
を
含
め
た
倒
産
が
膨
大

を
き
わ
め
て
い
る
現
実
の
経
済
恐
慌
の
中
に
お
い
て
正
し
い
反
省
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
従
業
員

一
ー
四
人
の
零
細
企
業
は
、
三
五
年
に
お
い
て
二
五
三
万
を
数
え
、
広
い
意
味
の
中
小
企
業
全
体
の
七
九
%
に
及
ん
だ
。

そ
の
中
で
自
営
業
主
と
そ
の
家
族
従
業
員
と
に
よ
る
生
業
的
経
営
は
二
四
五
万
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
独
占
資
本
主
義
の
高
度

化
が
達
成
さ
れ
る
過
程
の
中
で
は
、
そ
の
地
位
は
次
第
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
二
九
年
か
ら
三
五
年
ま
で
に
中
小
企
業
の
事
業
所
数
が

一
〇
%
増
加
す
る
間
に

一
ー
四
人
の
零
細
企
業
層
は
四
%
の
増
加
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に
と
ど
ま

っ
た
。
零
細
企
業
の
事
業
所
数
は
絶
対
的
に
は
増
加
し
た
が
、
そ
の
地
位
は
相
対
的
に
は
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
従
業
員
数

で
み
る
と
、
中
小
企
業
全
体
で
は
三

一
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
間
に

一
七
%
増
加
し
た
の
に
対
し
、

一
ー
四
人
の
零
細
企
業
の
従
業
員
数

(
2

)

は
、
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
減
少
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
五
〇
万
人
か
ら
七

一
九
万
人

へ
と
三

一
万
人
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
従
業
員
数
の
絶
対
的
減
少
は
農
業
の
場
合
に
類
似
し
て
い
る
。

四
人
以
下
の
零
細
企
業
の
各
産
業
で
の
分
布
状
況
を
三
五
年
現
在
で
み
る
と
、
事
業
所
数
で
は
、
卸

・
小
売
業
五
七
%
、
サ
ー
ビ
ス
業

二
四
%
、
製
造
業

一
〇
%
の
順
で
あ
り
、
ま
た
三
七
年
現
在
に
お
い
て
従
業
員
数
で
み
る
と
、
卸

・
小
売
業
四
八
%
、
サ
ー
ビ
ス
業
二
三

%
、
製
造
業

一
七
%
の
順
で
あ
る
。
こ
と
に
零
細
企
業
は
卸

・
小
売
業
に
お
い
て
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

独
占
資
本
主
義
の
急
速
な
発
展
は
、
小
商
品
生
産
基
盤
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
農
業
や
零
細
企
業

の
地
位
を
急
速
に
後
退
さ
せ
た
。

零
細
企
業
が
中
小
企
業

の
全
事
業
所
中
に
占
め
る
比
重
を
み
る
と
、
二
九
年
か
ら
三
五
年
ま
で
に
、第
二
次
産
業
で
は
六
九
%
か
ら
六
〇
%

に
、第
三
次
産
業
で
は
九
六
%
か
ら
九
二
%
に
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、零
細
企
業
の
従
業
員
が
中
小
企
業
の
全
従
業
員
中
に
占
め
る
比
重

も
、
三

一
年
か
ら
三
七
年
ま
で
に
、
第
二
次
産
業
で
は
三
〇
%
か
ら
二
二
%
に
、
第
三
次
産
業
で
は
六
八
%
か
ら
六
〇
%

へ
と
急
減
し
た
。

こ
と
に
製
造
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
人
以
下
の
零
細
企
業
の
事
業
所
数
で
は
、
三
六
年
二
四
万
七
、
三
六
〇

(全
事
業
所
中
の
五
〇
.

三
%
)
か
ら
三
七
年
二
四
万
三
、
四

一
六

(全
事
業
所
中
の
四
九

.
五
%
、
前
年
対
比
九
八
.
四
%
)

へ
と
絶
対
的
に
も
相
対
的
に
も
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
従
業
員
数
に

つ
い
て
も
、
三
六
年
五
六
万
二
、
五
〇
三
人

(製
造
業
の
全
従
業
員
中
の
六
.
四
%
)
か
ら
三
七
年
五
五
万
三
、
○

(
3

)

八
七
人

(
全
従
業
員
中
の
六

.
一
%
、
前
年
対
比
九
八

.
三
%
)
へ
と
絶
対
的

に
も
相
対
的

に
も
減
少
し
て
い
る
。

小
企
業

に

つ
い
て
も

こ
れ
と

類
似

し
た
結
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
小

・
零

細
企
業

の
大
き
な
後
退

は
、
ア
メ
リ
カ
独
占
資

本
に
従
属

し
た
日
本
独
占
資
本

の
資
本
規
模
、
生
産
規
模

の
急
速

な
発
展
と
全
経
済

へ
の
支
配
力

の
よ
り

一
層

の
深
化

に
原
因
し
て
い
る
。
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零
細
企
業

こ
と
に
零
細
工
業
は
、
大
部
分
が
小
商
品
生
産
の
範
ち
ゅ
う
に
所
属
し
、
生
計
維
持
の
理
念
に
基
づ
い
た
前
近
代
的
な
経
営

形
態
と
し
て
存
在
し
、
賃
労
働
、
職
人
的
労
働
、
地
方
に
お
い
て
は
小
農
民
経
営
等
と
未
分
離
の
状
態
に
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
家
計
補

助
的
内
容
を
持
ち
さ
え
し
て
お
り
、
ま

っ
た
く
企
業
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
仕
事
場
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
企
業

の
経
営
者
は
、
独
占
資
本
主
義
の
発
展
に
よ

っ
て
た
え
ず
零
細
経
営
者
と
し
て
の
地
位
を
お
わ
れ
て
賃
労
働
者
化
さ

れ
る
傾
向
を
も

っ
て
い
る
が
、
ま
た
同
時
に
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
必
然
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
小
金
持
ち
の
失
業
者
の
中
か

ら
た
え
ず
再
生
産
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
、零
細
企
業
に
お
い
て
は
、
企
業
の
開

・
廃
率
が
比
較
的
高
く
、
製
造
業
で
も
三
三
年
以
後
事

業
を
開
設
し
た
も
の
は
、
三
七
年
末
の
企
業
数
の

一
六
%
に
及
び
、
そ
の
間
こ
れ
と
同
程
度

の
数
の
企
業
が
廃
業
し
て
い
る
が
、
規
模
の

小
さ
い
も
の
程
開

・
廃
率
が
高
い
。
ご
く
最
近
で
は
、零
細
企
業
の
廃
業

・
転
換
が
発
生
を
上
回
わ
る
傾
向
が
顕
著
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
零
細
企
業
は
、
急
減
し
て
消
滅
し
て
し
ま
う
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
け

っ
し
て
そ
う
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
日
本
独

占
資
本
が
今
日
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
特
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
存
立
し
、
し
か
も
き
わ
め
て
低
位
な
資
本
蓄
積
を
基
盤
に
し
て
国

際
競
争
に
た
え
得
る
よ
う
な
経
済
の
高
度
成
長
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、

中
小
企
業
の
比
重
的
低
下
を
も
た
ら
し
な
が
ら
も
収
奪

の
重
要
な
基
盤
と
し
て
の
そ
れ
の
存
立
を
体
制
的
に
補
償
し
、
利
用
す
る
こ
と
が
有
利
な
の
と
同
じ
よ
う
に
、
.零
細
企
業
も
漸
減
傾
向
に

あ
る
と
は
言
え
、
独
占
資
本
に
と

っ
て
必
要
な
存
在
な
の
で
あ
る
。

零
細
企
業
は
、
高
度
成
長
過
程
の
恐
慌
期
に
お
け
る
失
業
者
の
プ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、
同
時
に
独
占
資
本
が
中
小
企
業
に
収

奪
を
強
化
す
る
と
き
、
そ
の
収
奪
を
最
後
に
転
嫁
し
得
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。
零
細
企
業
は
、
中
小
企
業
よ
り
も

一
層
苛
酷
に
収
奪

さ
れ
な
が
ら
、
中
小
企
業
程
の
重
要
性
を
持
た
さ
れ
ず
に
、
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
役
割
を
独
占
資
本
に
よ

っ
て
体
制
的
に
背
負
わ
せ
ら

れ
な
が
ら
、
そ
の
比
重
的
低
下
が
顕
著
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
独
占
資
本
主
義
が
続
く
か
ぎ
り
存
続
す
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
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(
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)

(
3
)

中

小
企
業
庁
編
、
昭
和
三
九
年
度

「
中
小
企
業
白
書
」

一
七
頁
。

前
掲
書
、

一
七
ー

八
頁
、

一
一=

頁
。

通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部

編
、
昭
和
三
七
年
度

「
工
業
統
計
表
」
産
業
編
、

三
ー
四
頁
。

四
、
中
小
企
業
倒
産

の
構
造
的
原

因

.≠1" ilj

 

学一 商(224)

ω

戦
後
日
本
資
本
主
義
の
経
済
構
造
と
中
小
企
業
倒
産
の

一
般
的
原
因

(
1

)

日
銀
が
三
九
年
八
月
末
現
在
に
お
い
て

「倒
産
は
企
業
の
過
去
の
放
漫
経
営
が
主
囚
」
で
あ
る
と
欺
購
に
み
ち
た
見
解
を
発
表
し
た
の

に
対
し
て
、
三
九
年
度
の

「中
小
企
業
白
書
」
は
、

「最
近
の
倒
産
激
増
は
直
接
的
に
は
金
融
引
き
締
め
が
響

い
て
い
る
が
、
基
本
的
に

は
構
造
的
要
因
が
作
用
し
て
い
る
」

こ
と
を
指
摘
し
、
た
と
え
ば
大
企
業
の
中
小

・
零
細
企
業

へ
の
圧
迫
や

「開
放
経
済
体
制
」
に
基
づ

く
中
小

・
零
細
企
業

へ
の
圧
迫
が
な
く
な
ら
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
ら
の
倒
産
は
減
少
し
な
い
だ
ろ
う
と
み
て
い
る
。

こ
の
点
今
回
の

「中
小
企
業
白
書
」
は
、
三
八
年
度
の

「白
書
」
や
日
銀
の
公
式
見
解
に
比
較
し
て
数
段
ま
さ

っ
て
い
る
よ
う
に
み
う

け
ら
れ
る
。
し
か
し
三
九
年
度

「
白
書
」
は
、
大
企
業
の
圧
迫
や

「開
放
経
済
体
制
」
に
基
づ
く
圧
迫
に
つ
い
て
の
理
論
的
で
現
実
的
な

分
析
が
不
十
分
で
あ
り
、
し
か
も
中
小

・
零
細
企
業
の
倒
産

・
整
理

・
陶
汰
の
原
因
を

「構
造
的
要
因
」
に
転
嫁
し
、
米

・
日
独
占
資
本

に
よ
る
高
度
成
長
政
策
の
責
任
を
回
避
し
、
こ
れ
を
合
理
化
す
る
性
質
を
持

っ
て
い
る

(こ
の
点
は

「白
書
」
の
中
小
企
業
政
策
を
み
れ
ば
さ

ら
に
あ
き
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
)。

こ
こ
で
本
来
の
意
味
に
お
け
る
中
小
企
業
倒
産
の
構
造
的
原
因
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
第

一
番
に
そ
の
よ
う

な
倒
産
を
ひ
き
お
こ
す
戦
後
お
よ
び
現
在
の
日
本
資
本
主
義
の
経
済
構
造
に
つ
い
て
か
ん
た
ん
に
分
析
し
て
み
よ
う
。

戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
経
済
構
造
は
、
①
国
家
的
大
土
地
所
有

(戦
前
の
天
皇
制
の
直
接
的
な
経
済
的
基
礎
で
あ
っ
た
皇
室
的
大
土
地
所
有

ぱ
、
従
来
か
ら
の
膨
大
な
国
家
的
×
土
地
所
有
の
中
に
統
く口
.
再
編
さ
れ
た
)、
②
寄
生
地
主
制

(濃
地
改
革
に
よ
っ
て
溺
あ
ら
れ
、
か
っ
て
の
支
配
領
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域
は
独
占
資
本
の
直
接
的
支
配

・
収
奪
の
対
象
と
化
し
て
い
る
)
、
③
家
父
長
的
農

民
経
済

(独
占
資
本
の
発
展
に
よ
〉
て
み
る
か
げ
も
な
き
存
在
と
な

る
)
、
④

小
商
品
生
産

(第
二
次
大
戦
直
後
の
ヤ
ミ
経
済
の
中
で
数
量
的
繁
栄
を
示
め
し
た
が
、
三
〇
年
前
後
以
後
の
独
占
資
本
の
急
速
な
発
展
過
程
に

お
い
て
減
少
し
分
解
し
な
が
ら
も
、

収
奪
の
最
終
的
対
象
の
重
要
な

一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
-

零
細
企
業
や
農
業
の
生
活
基
盤
で
あ
る
)
、

⑤

私
経
営

的
資
本
主
義

(
戦
争
直
後
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
今
日
に
お
い
て
も
量
的
に
は
増
大
傾
向
を
示
め
し
、
独
占
資
本
に
よ
っ
て
独
占
利
潤
獲
得
の

た
め
の
外
的
手
段
と
し
て
階
層
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ー

中
小
企
業
の
存
立
基
盤
で
あ
る
)、
⑥
私
的
独
占
資
本
主
義

(第
二
次
大
戦
直
後
占
領
政
策

に
よ
っ
て

一
時
弱
体
化
さ
れ
た
が
国
家
独
占
資
本
主
義
の
補
強
と
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
主
義
の
指
導
に
よ
っ
て
復
活
し
、

朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
合
理
化
さ

れ
、
三
〇
年
前
後
以
後
急
速
に
そ
の
支
配

・
収
奪
力
を
た
か
め
て
い
る
)
、
⑦
国
家
独
占
資
本
主
義

(私
的
独
占
資
本
主
義
の
補
強
装
置
で
あ
る
と
同
時

に
、

日
本
の
私
的
独
占
資
本
主
義
と
外
国
独
占
資
本
主
義
と
の
連
結
装
置
で
も
あ
る
ー

私
的
独
占
資
本
主
義
と
結
合
し
て
現
代
の
独
古
資
本
主
義
を
構

成
す
る
)、
⑧

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
11

独
占
資
本
主
義

(日
本
国
民
の
外
的
支
配
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
従
属
的
性
格
を
も

っ
た
日
本
独
占
資
本

(
2
)

主
義
と
と
も
に
内
部
的
な
支
配
者
で
も
あ
る
)
な
ど
の
複
雑
な
経
済
諸
制
度
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
戦
後
の
今
日
、
日
本
独
占
資
本
主
義
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
支
配
下
に
入
り
、
そ
れ
と
強
力
に
結
び
付
き
な
が
ら
、

.
寄
生
地
主
制
の
弱
体
化
、
家
父
長
的
農
民
経
済
の
崩
壊
、
小
商
品
生
産
の
利
用
的
分
解
等
を
お
し
す
す
め
、
労
働
者
に
対
す
る
収
奪
を
よ

り
合
理
的
に
展
開
し
、
中
小
企
業
と
農
業
と
に
対
す
る
収
奪
を
よ
り
深
く
徹
底
的
に
展
開
す
る
に
い
た

っ
た
。
日
本
独
占
資
本
主
義
は
、

も
ち
ろ
ん
矛
盾
を
拡
大
す
る
か
た
ち
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
内
部
的
に
も
外
部
的
に
も
発
展
し
た
。

今
日
の
日
本
の
独
占
資
本
は
、
復
金
融
資
と
傾
斜
生
産
方
式
採
用
の
過
程
や
ド
ッ
ジ

・
ラ
イ
ン
と
集
中
生
産
方
式
採
用
の
過
程
等
に
お

け
る
独
占
資
本
か
ら
み
る
と
全
く
比
較
に
な
ら
な
い
程
発
展
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
朝
鮮
戦
争
と
第

一
次
合
理
化
の
過
程
に

お
け
る
独
占
資
本
よ
り
も
は
る
か
に
発
展
し
て
い
る
。

今
日
の
独
占
資
本
は
、
二
〇
年
代
の
独
占
資
本
の
た
め
の
諸
多
の
経
済
政
策
に
よ

っ
て
復
活
し
、
そ
し
て
三
〇
年
代
の
よ
り
む
き
出
し
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で
総
合
的
な
経
済
政
策

(
ど
れ
も
計
画
実
行
途
中
で
現
実
と
の
誤
差
が
は
な
は
だ
し
く
な
り
、
次
の
新
し
い
も
の
に
ひ
き
つ
が
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
)

に
よ

っ
て
飛
躍
的

に
発
展
し
た
。
す

な
わ
ち
、
三
〇
年
代

の
独
占
資
本
中

心
の
経
済
政
策

は
、
①

三
〇
年

に
作

ら
れ
た

「
経
済
自

立
五

ヵ

年
計
画
」
(
ゴ
ニ

ー
三
五
年
)
、
②
三

二
年

二

一月

に
作
ら
れ

た

「
新
長
期
経
済
計

画
」
(
三
三
ー
三
七
年
)
、
三
五
年

一
二
月

に
作
ら
れ
た

「
国

民
所
得
倍
増
計
画
」

(
三
六
ー
四
五
年
)、
④
三
九
年

末

に
作
ら
れ
た

「
中
期
経
済
計
画
」
(
四
〇
ー
四
三
年
)
等
で
あ

っ
た
。

今
日

の
鉱

工
業
生
産

は
、
食
糧
危
機
と
イ

ン
フ
レ
に
悩
ま
さ
れ
た
昭
和
二
〇
年

の
約

一
八
倍
、
ま

た
製
造
業

の
総
資
産

は
五
八
倍

に
ま

で
膨
脹
し

た
。
最
近

の
年
間
設
備
投
資

は
、
二
〇
年
代
初
期

の
二
〇
倍

を
こ
え

て
い
る
。

こ
の
二
〇
年
間

に
行
な
わ
れ

た
設
備
投
資

は
約

三
五
兆

円
に
な
る
見

込
み
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
八
〇
%

が
後
半

の
三
〇
年
代

に
集
中
し

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
投
資

は
大
部
分
が
他
人
資

本
で
あ
り
、
逆

に
自

己
資
本
比
率
は
、
昭
和
九
ー

=

年
平
均

で
六

一
・
二
%

で
あ

っ
た
の
が
、
三
〇
年
三
八
%
、

三
八
年

二
八
%

と
悪

化

の

一
途

を
た
ど

っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
米
国

の
六
五
%
、
英
国

の
六

一
%
、
西
独

の
四

一
%

(
い
ず
れ
も
三
八
年
実
績
)
に
比
較
し
て
か

な
り
低

い
。

企
業

の
自
己
資
本
比
率

の
低
下

は
、
社
会
資
本

を
借
り

入
れ
金

と

い
う
か
た
ち
で
企
業
内

に
導

入
す

る
競
争
、
独
占

・
大
企
業

に
よ
る

社
会
資

本

の

一
方
的
利
用
11
独
占

の
結
果
も

た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
中

小

・
零
細
企
業

の
金
融
難

と
深
く
結

び
付

い
て
い

る
。
借
り

入
れ
金
の
増
大

は
、
各
企
業

の
金
利
負
担

の
増
大
と
経
営
内
容

の
悪
化
を
も
た
ら
し
、
生
産

コ
ス
ト
を
上
昇
さ

せ
、
競
争
力
を

弱

め
、
金
融
機
関

へ
の
従
属
性
を
強

め
、
さ
ら
に
外
資
提
供

国

へ
の
従
属
性

を
強

め
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
巨
額

の
社
会
資
本

は
、
独
占
資

本
に
最
も
有
利

な
重
化
学

工
業

部
門

に
設
備

投
資

と
い
う
形
態
で
排
他
的
に
投

入
さ

れ

て

い
る
。
そ

の
結
果
、
鉄
鋼

・
非
鉄

・
機
械

・
石
油

・
化
学

・
石
炭
等

の
重
化
学

工
業

の
製
造
業
総
生
産

に
占

め
る
比
率

は
、
昭

和
二
〇

年
四

五

・
二
%
、
二
五
年
四

二

・
七
%

と
繊
維

・
雑
貨
を
中

心
と
す

る
軽

工
業

に

一
歩

を
譲

っ
て
い
た
が
、
そ

の
後

三

一
年

に
初

め
て
五

(
3

)

○
%
を
越
え
、
三
九
年
に
は
六
五

.
五
%
と

一
応
数
字
の
上
で
は
国
際
的
水
準
に
到
達
し
た
。
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戦
前
の
産
業
独
占
資
本
の
拠
点
は
、
鉱
工
業
に
お
い
て
は
、
軍
需
生
産
部
門
と
外
貨
獲
得
の
手
段
と
し
て
の
性
格
の
強

い
消
費
手
段
生

産
部
門
に
原

・
材
料
を
供
給
す
る
生
産
手
段
生
産
部
門
の

一
部

(た
と
え
ば
綿
糸
等
に
お
け
る
)

と
で
あ

っ
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
は
軍
需

産
業
は
後
退
し
、
か
つ
て
の
軍
需
産
業
は
、
い
つ
で
も
そ
の
機
能
を
今
ま
で
以
上
に
十
分
発
揮
で
き
る
戦
略
的
な
重
化
学
工
業
ー
生
産
手

段
生
産
部
門
に
大
部
分
が
転
換
す
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
独
占
資
本
の
拠
点
は
、
経
済
的
で
し
か
も
軍
需
的
な
性
格
を
持

っ
て
い
る

重
化
学
工
業
11
生
産
手
段
生
産
部
門
に
移
行
し
て
き
た
と
言
い
得
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
か
つ
て
の
軍
需
産

業
が
平
和
経
済
の
範
ち
ゅ
う
と
し
て
の
重
化
学
工
業
に
た
ん
に
転
化
し
た
の
で
は
な
く
、
平
和
で
も

(長
期
間
に
わ
た
る
完
全
な
平
和
は
あ
り

得
な
い
)、
戦
争
が
あ

っ
て
も
よ
り
強
烈
な
収
奪
を
前
提
に
し
な
が
ら
独
占
利
潤
を
確
保
し
得
る
重
化
学
工
業
に
発
展
的
に
衣
替
え
し
た
の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
こ
と

に
三
〇
年
前
後
以
後
、
今
ま
で
以
上
に
重
化
学
工
業
部
門
に
社
会
資
本
が
排
他
的
に
集
巾
さ
れ
、
外
国
資
本
も
重
点
的
に
投

入
さ
れ
て
今
日
み
る
よ
う
な
高
度
成
長
が
達
成
し
得
た
。
三
〇
ー
三
五
年
に
お
い
て
、
独
占

・
大
企
業
の
成
長
は
著
し
く
、
固
定
資
産
で

(
4

)

最
低
二

・
五
倍
、
最
高
五
倍
強
、
計
上
利
益

で
最
低
二

∴
二
倍
、
最
高

八

・
二
倍

に
も
増
加
し

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
「
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
」

誌

の
調

べ
に
よ
る
と
ア
メ
リ
カ
を
除
く
世
界
百
大

メ
ー
カ
ー
の
中
に
顔

を
み
せ
て
い
る
日
本

の
独
占

・
大
企
業
は
、
大
部
分

が
か

つ
て
の

軍
需
産
業

で
あ
り
、
し
か
も
今
日

の
重
化
学

工
業
部
門

に
所
属
し
て

い
る
。
そ
の
数

は
年

々
増

加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

三
三
年

(
一
九
五
八
年
)
に
は
日
立
製
作
所
、
八
幡
製
鉄
な
ど
わ
ず

か
四
社

で
あ
り
、
日
本

の
最

上
位

で
あ
る
日
立
で
さ
え
第
四
〇
位

で
あ

っ
た
が
、
三
九
年

(
『
九
六
四
年
)
に
は
日
立
が
第

一
六
位

で
あ

っ
た
の
を
は
じ
め
、
三
菱
重

工
業
、
八
幡
製
鉄
、
東
京
芝
浦
電
気
、
松

下

電
器
産
業
、
富

士
製
鉄
、

ト

ヨ
タ
自
動

車
工
業
、
日
本
鋼
管
、
日
産
自
動
車
、
神
戸
製
鋼
所
、
三
菱

電
機
、
住
友
金
属
工
業
、
東
洋
レ
ー

ヨ
ン
、
川
崎
製
鉄
等

の
重
化
学

工
業
部
門

の
戦

略
的
な
独
占
企
業

が
世
界
百
大

会
社

の
中

に
名

を

つ
ら
ね
る
に

い
た

っ
た
。

目
本

の
重
化
学

工
業
を
業
種
別

に
み
る
と
、
造
船
業

は
、
三

一
年
以
来
世
界

の
ト

ッ
プ

に
お
ど
り
出
、

三
八
年

に
は
世
界

の
新
造
船

発
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注
量
の
四
五
%
、
三
九
年
に
は
三
九
%
を
独
占
し
て
い
る
α
鉄
鋼
業
は
西
独
、
イ
ギ
リ
ス
を
抜
い
て
資
本
主
義
世
界
で
ア
メ
リ
カ
に
次
い

で
世
界
第
二
位

(社
会
主
義
圏
を
入
れ
る
と
ソ
連
に
次
い
で
世
界
第
三
位
)、
粗
鋼
約
四
千
万
ト
ン
を
三
九
年
度
中
に
生
産
す
る
に
い
た
り
、
輸

出
も
六
九
二
万
ト
ン
で
E
E
C

(欧
州
共
同
市
場
)
の
域
内
輸
出
分
を
除
く
と

一
国
の
鉄
鋼
輸
出
量
で
世
界
第

一
位
と
な

っ
た
。
電
機
産
業

も
電
子
機
器
を
含
め
資
本
主
義
世
界
で
イ
ギ
リ
ス
、
西
独
と
と
も
に
ア
メ
リ
ヵ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
の
座
を
争

い
つ
つ
あ
る
。
化
学
部
門

で
は
と
く
に
石
油
化
学
工
業
の
発
展
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
れ
は
七
ー
八
年
の
歴
史
し
か
持

っ
て
い
な
い
が
、
石
油
化
学
工
業

の
発
展
の
指

標
と
な
る
エ
チ
レ
ン
の
生
産
能
力
は
、
三
九
年
に
七
二
万
ト
ン
で
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
す
で
に
抜
き
、
明
年
中
に

西
独
を
抜

い
て
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二
位
に
躍
進
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
石
油
化
学
と
関
連
の
深
い
石
油
精
製
は
世
界
第
三
位
で

あ
る
。
自
動
車
産
業
は
三
九
年
度
中
に

一
七
〇
万
二
、
五
〇
〇
台
を
生
産
し
、
そ
の
伸
び
率
は
最
近

一
〇
年
間
で
二
四
倍
に
も
な

っ
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
、
西
独
に
次

い
で
世
界
第
三
位

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
合
成
繊
維
も
化
学
繊
維
と
あ
わ
せ
て
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第
二

位

の
生
産
水
準
を
ほ
こ

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
戦
略
的
な
重
化
学
工
業
が
世
界
第

一
ー
三
位

へ
の
飛
躍
的
な
発
展
を
な
し
得
た
原
因
に
は
、
①
世
界
的
な
技
術
革

新
の
波
に
急
速
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
設
備
投
資
が
金
融
独
占
資
本
の
指
導
の
も
と
に
国
家
権
力
を
動
員
し
て
イ
ン
フ
レ
経
済
の
中
で
労

働
者
と
農
民
を
収
奪
し
、
し
か
も
そ
の
中
に
中
小

・
零
細
企
業
を
放
置
し
な
が
ら
排
他
的
に
な
し
得
た
こ
と
、
②
従
来
か
ら
外
貨
獲
得
の

た
め
の
手
段
的
産
業
た
ら
し
め
ら
れ
て
き
た
中
小
企
業
の
犠
牲
的
輸
出
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
外
貨
や
外
国
か
ら
の
借
り
入
れ
金
が
こ
れ

ら
の
部
門
に
重
点
的
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
、
③
鉱
工
業
の
生
産
水
準
で
は
、
な
が
ら
く
、
世
界
最
高
水
準
に
あ
り
な
が
ら
、

一
人
当
り
の

国
民
所
得
で
は
、
三
八
年
現
在
年
間
五
二
六
ド
ル

(
一
九
万
円
)
と
い
う
よ
う
に
世
界
第
二
〇
位
と
い
う
低
い
状
態
を
国
民
大
衆
に
お
し

つ

け
得
た
こ
と
、
④

こ
の
よ
う
な
全
く
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

「国
民
所
得
倍
増
政
策
」
ー
大
衆
の
貧
困
化
政
策
の
遂
行
が
、
国
内
市
場
の
開
拓

よ
り
も
そ
れ
以
上
に
外
国
市
場
を
開
拓
す
る
結
果
と
な
り
、
近
い
将
来
に
お
い
て

一
〇
〇
億
ド
ル
の
輸
出
を
実
現
可
能
な
ま
で
に
さ
せ
た
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こ
と
等

々
が
あ
る
。

戦
後
、
こ
と
に
三
〇
年
以
後
の
独
占
資
本
主
義
体
制
の
中
で
は
、
中
小
企
業
は
、
日
本
に
特
徴
的
な
低
賃
金
労
働
者
を
独
占

・
大
企
業

に
独
占
さ
れ
て
し
ま
い
、
資
本
主
義
的
家
内
労
働
も
し
く
は
問
屋
制
家
内
工
業

の
範
ち
ゅ
う
に
所
属
す
る
よ
う
な
零
細
企
業
を
再
下
請
、

再

々
下
請
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
次
第
に
困
難
と
な
り
、
さ
ら
に
戦
前
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
独
占

・
大
企
業
か
ら
の
経
済
援
助
の
比
重

も
き
わ
め
て
少
な
く
な
り
、
お
ま
け
に
収
奪
の
重
荷
の
み
が
増
大
し
て
、
そ
の
経
営
は
ま
す
ま
す
困
難
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の
中
で
は
、
中
小
企
業
の
中
堅
企
業
化
は

一
時
的
な
個

々
の
現
象
と
し
て
は
成
立
し
得
て
も
、
全
般
的
に
は
全

く
不
可
能
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
、
中
小
企
業
は
、
倒
産
と
い
う
最
大
の
経
営
危
機

か
ら
い
か
に
自
己
を
守
る
か
と
い
う
立
場
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
倒
産
を
招
来
す
る
原
因
は
、

一
般
的
に
は
以
上
述
べ
た
よ
う
な
戦
後
の
独
占
資
本
主
義
の
経
済
構
造
の
中
に
あ

る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

②

産
業
構
造
お
よ
び
貿
易
構
造
と
中
小
企
業
倒
産
の

一
般
的
原
因

θ

戦

前

戦
前
の
日
本
資
本
主
義
は
、
独
占
資
本
と
巨
大
寄
生
地
主
の
利
益
を
擁
護
す
る
絶
対
主
義
的
な
権
力
機
構
を
急
速
に
拡
充

・
整
備
す
る

キ

セ

こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
物
質
的
基
礎
を
形
成
す
る
軍
事
機
構
ー
鍵
氣
産
業
の
す
み
や
か
な
構
築
と
、
そ
れ
ら
に
必
要
な

資
材
の
輸
入
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
外
貨
の
獲
得
の
た
め
の
手
段
的
産
業
、
す
な
わ
ち
輸
出
産
業
を
す
み
や
か
に
育
成

・
整
備

・
保
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

戦
前
に
お
い
て
は
、
日
本
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
的
性
格
が
露
骨
に
な
れ
ば
な
る
程
、
陸
海
軍
工
廠
を
中
核
と
す
る
軍
事
工
業
、
あ
る

キ

も

い
は
軍
需
工
業
の
集
中
的
発
展
が
今
ま
で
以
上
に
強
力
に
要
請
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
軍
事
機
構
ー
鍵
氣
産
業
と
密
接
に
関
係
す
る
性
質

を
持

っ
て
い
る
生
産
手
段
生
産
部
門
の
発
展
は
、
経
済
的
に
阻
害
さ
れ
て
、
軍
事
工
業
の
発
展
に
呼
応
で
き
ず
破
行
的
に
し
か
前
進
で
き
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な
い
状
態
に
あ

っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
資
本
主
義
に
お
い
て
は
、
欧
米
諸
国
の
経
済
構
造
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
生
産
手
段
生
産
部
門
の
先
導
性
と
、
こ
れ
に

照
応
す
る
第
二
生
産
部
門
、
す
な
わ
ち
消
費
手
段
生
産
部
門
と
の

一
応
の
均
衡
的
発
展
が
極
度
に
歪
曲
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
日
本
資
本

キ

　

主
義
の
産
業
構
造
は
、
権
力
の
物
質
的
支
柱
と
し
て
の
膨
大
な
軍
事
機
構
ー
鍵
鎗
産
業
、
み
じ
め
で
鍍
行
的
な
生
産
手
段
生
産
部
門
、
最

キ

　

後
に
国
内
市
場
に

一
般
の
商
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
よ
り
は
、

「再
生
産
外
的
消
耗
性
」
の
濃
厚
な
軍
事
…機
構
11
鍵
鏑
産
業

の
急
速
な
発
展
を
目
的
と
す
る
価
値
代
位
素
材
転
換
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
消
費
手
段
生
産
部
門
に
所
属
す
る
よ
う
な
輸
出
産
業
等
か

ら
成

っ
て
い
た
と
言
い
得
る
。

、

以
上
の
よ
う
な
産
業
構
造
と
関
係
し
て
い
た
日
本
の
戦
前
の
貿
易
構
造
は
、
消
費
手
段
生
産
部
門
こ
と
に
輸
出
産
業
に
お
け
る
生
糸
1ー

キ

　

絹
製
品

・
綿
製

品

・
雑
貨

・
お
よ
び

一
部

の
重
化
学

工
業

品

の
輸
出
と
、
軍
事
機
構
11
鍵
氣
産
業

に
必
要
な
鉄
鉱

石

・
鉄
屑

・
原
油

・
石

炭

・
ゴ

ム

・
錫

・
高
級

(
工
作
)
機
械
等

の
輸

入
の
相
互
的
均
衡
を
構
造
的

に
要
請

さ
れ
て

い
た
。

も
し
も
、

こ
の
関
係

が
ど

こ
か
で
中
断

さ
れ
る
な
ら
ば
、
戦
前

の
日
本
資
本
主
義

の
再

生
産
構
造
は
破
壊
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
日
本

の
権
力
者
達

は
こ
れ
を
さ
け
る
道
と

し
て
軍
事
的
装
備

を
強
固

に
し

て
戦
争

に
訴
え

る
と

い
う
暴
力
的
行
為

を
正
義

の
名

に
お

い
て
行
な

っ
て
き

た
。
日
本
資
本
主
義

に
と

っ

キ

ハ

て
、

「再
生
産
外
的
消
耗
性
」

の
濃
厚
な
軍
事
機
構
ー
鍵
鋪
産
業

の
拡
充

・
強
化
を
目
的
と
す
る
生
産
手
段
の
輸
入
が
増
大
す
れ
ば
す
る

程
、
外
貨
獲
得
は
ま
す
ま
す
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
、
消
費
手
段
生
産
部
門
に
お
け
る
輸
出
は
、
国
内
市
場
の
狭
溢
化
を
も
た
ら
す

(
5

)

政
策
と
関
連
し
な
が
ら
ま
す
ま
す
飢
餓
輸
出
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
飢
餓
輸
出
的
な
性
格
を
持

っ
た
消
費
手
段
生
産
部
門
に
お
け
る
生
糸
11
絹
製
品

・
綿
製
口
…
・
雑
貨
な
ど
の
主
た
る
生
産
担

当
者
は
、
輸
出
中
小
工
業
と
そ
の
も
と
に
お
け
る
中
小
工
業
労
働
者
と
で
あ

っ
た
。

戦
前
の
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
中
小
企
業
は
、
飢
餓
的
輸
出
を
体
制
約
に
要
請
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
争
経
済
あ
る
い
は
準
戦
経
済
の
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中

で
た
え
ず
独
占

・
大
企
業
か
ら
ふ
り
か
か
る
苛
酷
な
収
奪
を
、
前
期
的
諸
関
係

の
存
続
を
前
提

と
す

る
日
本
独
特

の
低
賃

金
労
働
者
と

資
本
主
義
的
家
内
労
働
も
し
く
は
問
屋
制
家
内

工
業

を
内
容
と
す
る
、零
細
企
業
と
に
、

ほ
と
ん
ど
権
力

に
よ
る
特
別

の
政
策
的
配
慮

な
し

に
転
嫁
す

る
こ
と
が
体
制
的

に
可
能

で
あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
中

小
企
業

は
、
独
占
資
本

の
収
奪
と
戦
争
経
済
あ
る

い
は
準
戦
経
済

が
あ
る
限
度
内

で
継
続
さ
れ
る
な
ら
ば
、
独
占

・

大
企
業

の
多
少

の
経
済
的
配
慮
と
あ

い
ま

っ
て
そ

の
所
得

(
こ
と
に
名
目
的
所
得
)
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
が
だ

い
ぶ
可
能
で
あ

っ
た
。
中
小

企
業

の
危
機
、

こ
と
に
そ
の
倒
産
は
、
か
な
り
あ

っ
た
と
は
言
え
、
戦
後

の
今

日
に
比
較
す

る
と
少
な
か

っ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
戦

争
経
済

が
あ
る

一
定
の
限
度
を

こ
え
る
と
、
中
小
企
業

の
再
生
産
と
生
活
そ

の
も

の
が
破
壊
さ
れ

て
し
ま
う

こ
と
に
な

る
。

戦
前

の
日
本
資
本
主
義
に
お

い
て
は
、
産
業
構
造
と
国
際
環
境

に
制
約
さ

れ
て
そ

の
貿

易
構
造

は
三

つ
の
側
面

の
均
衡

か
ら
な

っ
て
い

た
。第

一
、
対
米
貿
易

(極
端
な
後
進
国
型
)
。
輸
出
商
品
は
主
に
生
糸
と
雑
貨
、
輸

入
商
品
は
棉
花

・
原
油

・
鉄
鉱
石

(
一
部
分
)
・
鉄

屑

・
高

級

(
工
作
)
機
械
等

で
あ

っ
た
。

日
本

は
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
ほ
と
ん
ど
ど
う

で
も
よ

い
婦

人
の
絹

の
靴

下
原
料
と
子
供

の
玩
具
等
を
輸
出

し

て
、

そ

の
代
金

で
日
本

の
帝
国
主
義

の
存

立
忙
か
か
わ
る
前
記

の
よ
う
な
重
要
生
産
手
段

を
購

入
し
て

い
た
。
し
た
が

っ
て
、
対
米
貿

易
は
き
わ
め
て
従
属
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

か

っ
た
。

第
二
、
対
東
南

ア
ジ
ア
貿
易
11
対
イ
ギ
リ

ス

・
フ
ラ

ン
ス

・
オ
ラ
ン
ダ
植

民
地
貿
易

(後
進
国
型
と
帝
国
主
義
型
の
混
合
形
態
)
。

月
本
は

先
進
資
本
主
義
国
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
、

フ
ラ

ン
ス
、
オ
ラ

ン
ダ

の
経
済
圏
ー
植
民
地

に
対

し
て
低
賃

金
労
働
を
武
器

と
し
た
主
と
し
て
中

小

工
業
製

品

(繊
維
品
、
雑
貨
等
)
を
輸
出
し

て
、
日
本

の
軍
事
機
構
11
鍵
鎗
産
業

に
必
要
な
諸
原
料

(原
油

.
ゴ
ム

.
錫

.
鉄
鉱
石
等
y
を
輸

入
し
て

い
た
。

こ
こ
で
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
資
本
主
義
と

の
死
に
も

の
狂

い
の
輸
出
競

争
が
特
徴
的

で
あ
る
。

第
三
、
対
半
植
民
地
お
よ
び
植
民
地
貿
易
11
対
中
国

・
朝
鮮

・
台
湾

・
樺
太
貿
易

(
帝
国
主
義
型
)。
輸
出
商
品

は
繊
維
品

・
雑
貨

・
一



28叢 一 一
'ム
ロ冊

 

学一 商(232)

部

の
重
化
学

工
業
製
品
等

で
あ
り
、
輸

入
商
品
は
石
炭

・
鉄
鉱

石

・
木
材

・
パ
ル
プ

・
各
種
食
糧
等

で
あ

っ
た
。

こ
の
地
域

と
の
関
係

は

(
6

)

準
戦
休
制
か
ら
戦
時
体
制
に
移
行
す
る
に
つ
れ
て
よ
り
深
ま
り
、
収
奪
も
完
全
な
帝
国
主
義
型
の
も
の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
側
面
の
均
衡
を
保
持
し
た
貿
易
構
造
の
存
続
が
戦
前

の
目
本
資
本
主
義
の
健
康
の
条
件
で
あ
り
、
し
か
も
独
占

・
大
企
業
に
よ

っ
て
た
え
ず
収
奪
さ
れ
て
生
成

・
流
転
し
て
い
る
中
小
企
業
の
存
立
を
範
ち
ゅ
う
的
に
許
容
す
る
基
礎
で
も
あ

っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
均
衡
関
係
の
破
壊
は
、
必
然
的
に
帝
国
主
義
戦
争
を
誘
発
し
、
中
小

・
零
細
企
業
の
整
備
11
整
理

・
陶
汰
を
招
く
こ

と
に
な
る
。

θ

戦

後

キ

ロ

戦
前
の
軍
事
機
構
ー
鍵
鎗
産
業
の
中
核
で
あ

っ
た
軍
事
工
業
は
、
第
二
次
世
界
戦
争
の
終
末
に
よ

っ
て
潜
在
的
軍
需
工
業
、
い
わ
ゆ
る

重
化
学
工
業
に
転
換
す
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
日
本
帝
国
主
義
の
崩
壊
は
、
た
だ
ち
に
今
日
み
る
よ
う
な
い
つ
で
も
、
い
か
な
る

軍
需
に
も
応
じ
得
る
よ
う
な

一
応
第

一
生
産
部
門
に
所
属
す
る
戦
略
的
重
化
学
工
業
を
生
み
出
し
た
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

に
よ

っ
て
た
く
み
に
統
制

・
管
理
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
平
和
的

(表
面
的
に
は
)
な
力
の
弱
い
重
化
学
工
業
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
時
期
に

お
い
て
は
、
先
進
資
本
主
業
諸
国
の
再
生
産
構
造
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
生
産
手
段
生
産
部
門
こ
と
に
重
化
学
工
業
部
門
の
先
導
性
と
、

こ
れ
に
照
応
す
る
消
費
手
段
生
産
部
門
の

一
応
の
均
衡
的
発
展
は
、
い
か
な
る
経
済
政
策
を
も

っ
て
し
て
も
望
み
得
な
い
状
態
に
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
ほ
ぼ
昭
和
二
〇
年
代
全
般
に
わ
た

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
、
そ
の
翌
年
の
朝
鮮
戦
争

の
勃
発
等
に
よ
る
国
際
的
環
境
の
変
化
は
、
潜
在
的
軍

需

工
業
ー
平
和
的
な
重
化
学
工
業
を
急
速
に
し
か
も
合
法
的
に
軍
需
に
応
じ
得
て
、
し
か
も
経
済
的
に
合
理
的
な
重
化
学
工
業
に
育
成

・

強
化
し
て
行
く
方
向
づ
け
を
今
ま
で
以
上
に
与
え
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
環
境
に
照
応
す
る
独
占

・
大
企
業
の
経
済
政
策
が
具
体
的
に
は
鉄
鋼
独
占
資
本
を
は
じ
め
と
す
る
独
占

・
大
企
業
中
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心
の
二
六
年
か
ら
は
じ
ま
る
第

一
次
合
理
化
政
策
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
三
〇
年
代
の
口
本
の
再
生
産
構
造
に
お
け
る
第

一
生
産
部
門
こ

と
に
重
化
学

工
業
部
門
の
第
二
生
産
部
門
に
対
す
る

一
応
の
先
導
性
が
み
ら
れ
る
方
向

へ
の
出
発
が
辛
う
じ
て
な
さ
れ
た
と
み
て
過
言
で

は
な
か
ろ
う
。

前
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
二
〇
年
に
は
重
化
学
工
業
生
産
の
製
造
業
総
生
産
に
占
め
る
比
重
は
四
五

・
二

%
、
二
五
年
に
は
む
し
ろ
四
二

・
七
%
と
低
下
し
、
戦
後
数
年
間
は
繊
維

・
雑
貨

・
食
料
品
等
の
占
め
る
比
重
が
き
わ
め
て
高
率
で
あ

っ

た
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
第
二
生
産
部
門
す
な
わ
ち
消
費
手
段
生
産
部
門
に
お
け
る
生
産
の
比
重
が
き
わ
め
て
大
で
あ

り
、
そ
の
部
門
の
中
小

・
零
細
企
業
の
再
生
産
構
造
に
占
め
る
比
重
が
き
わ
め
て
大
で
あ

っ
た
と
言

い
得
る
。

さ
ら
に
、
第
二
次
合
理
化
が
開
始
さ
れ
て
そ
の
後
、
三

一
年
に
は
、
重
化
学
工
業
の
占
め
る
比
重
は
、
初
め
て
五
〇
%
を
越
え
、
三
九

年

に
は
六
五

・
五
%
を
占
め
る
ま
で
に
到
達
し
た
。
第
二
生
産
部
門
の
犠
牲
に
よ
る
第

一
生
産
部
門
の
拡
充

・
強
化
、
こ
と
に
独
占

・
大

企
業
の
重
化
学
工
業
部
門
の
飛
躍
的
増
大
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
。
そ
の
こ
こ
ろ
み
が
三
〇
年
代
の
各
種
の
総
合
的
な
長
期
計
画
で
あ
り
、

こ
と
に
池
田
内
閣
に
お
け
る

「国
民
所
得
倍
増
政
策
」、

本
質
的
に
は
独
占
利
潤
の
倍
増
政
策
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、

独
占

・
大
企
業
に

お
け
る
第
三
次
合
理
化
政
策
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
体
制
の
中
で
は
、
中
小

・
零
細
企
業
の
危
機

こ
と
に
そ
の
倒
産
は

(第
1
表
)
と

(第
2
表
)
で
み
た
よ
う
に
膨
大
を

き
わ
め
、
そ
れ
は
現
在
の
日
本
独
占
資
本
主
義
の
必
然
的
現
象
と
し
て
発
生
す
る
。
こ
こ
で
は
実
現
不
可
能
な
中
小
企
業
政
策
が
毎
日
官

僚

の
国
民
大
衆
向
け
作
文
と
し
て
新
聞
に
連
載
ざ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

次
に

①

中
小
企
業
が
数
的
に
み
て
比
較
的
に
優
勢
な
部
門
、
②
中
小
企
業
の
数
的
比
重
の
少
な
い
部
門
、
③
大
企
業
と
中
小
企
業
が

数
的
に
み
て
ほ
ぼ
同
じ
比
重
の
部
門
等
の
内
部
の
業
種
に
つ
い
て
み
よ
う
。

①
中
小
企
業
が
数
約
に
み
て
比
較
的
に
優
勢
な
部
門
の
業
種
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
食
料
品
製
造
業
、
衣
服
お
よ
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び
身
回
品
製
造
業
、
木
材
お
よ
び
木
製

品
製
造
業
.
家
具

お
よ
び
装
備
品
製
造
業
、
皮
革

お
よ
び
皮
革
製
品
製
造
業
、
印
刷

お
よ
び
製
本

業
、
土
木
建
築
業
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
業
種

の
中

小
企
業

は
、
同
業
種
内

に
独
占

・
大
企
業

が
存
在
し

て
か
な
り

の
収
奪

を
う
け

て
は

い
る
が
、
独
占

・
大
企
業

に
よ

っ
て
完

全
に
し

め
出
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
な

い
。
し

か
し
、
こ
れ
ら

の
業
種

の
ほ
と
ん
ど
は
消
費
手
段

生
産
部
門

に
所
属
し
、
現
在

の
独
占
資
本

の
収

奪
政
策

の
対
象
で
あ
り
、
深
刻
な
危
機
に

み
ま
わ
れ

て
い
る
。

②
中

小
企
業

の
数

的
比
重

の
少
な

い
部
門

(
独
占

.
大
企
業
の
此
重
の
圧
倒
的
な
部
門
)
の
業
種

に
は
、
鉱
業
、
武

器
製
造
業
、
化
学
工
業

(石
油
化
学
を
含
む
)
、
第

一
次
金
属
製
造
業

(
製
鉄

.
製
鋼
)
、
重
電
機

工
業
、

自
動
車
お
よ
び
車
輔

工
業
、
造
船

業

(鋼
鉄
船
)
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら

の
業
種

は
、

ほ
と
ん
ど
が
生
産
手
段
生
産
部
門

こ
と
に

い
つ
で
も
軍
需
産
業
に
転
換

し
得
る
重
化
学

工
業

部
門

に
所
属
し
、

こ
と

に
三
〇
年
代

の
総
合
的
な
経
済
政
策

の
恩
恵

を
こ
の
上
な
く
う
け

て
い
る
独
占

・
大
企
業

を
含
ん

で
い
る
。
し

か
し
、

こ
の
部
門

の
中

小

企
業
は
、
独
占

.
大
企
業

か
ら
た
え
ず
圧
迫
を
う
け
、
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
苛
酷
な
収
奪

を
う
け
、
倒
産

の
危
機
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
も
の

が
多

い
。

③

大
企
業

と
中
小
企
業

の
ほ
ぼ
同
じ
比
重

の
部
門

の
業
種

に
は
、
紡
織
業
、
紙

お
よ
び
類
似
品
製
造
業
、
石
油

お
よ
び
石
炭

製
品
製
造

業

、'
ゴ

ム
製
口
叩
製
造
業
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
、
精
密
機
械
器
具
製
造
業
、
運
輸

通
信
業
等
が
あ
る
。

こ

れ
ら
の
業
種

に
は
、
生
産
手
段
生
産
部
門

に
所
属
す

る
も

の
と
、
消
費
手
段
生
産
部
門

に
所
属
す

る
も
の
と
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

独
占

.
大
企
業

の
こ
れ
ら

の
分

野

へ
の
侵

入
は
口
増
し
に
増
大

し
、
そ

の
圧
力

は
た
え
が
た

い
も

の
に
な
り

つ
っ
あ
る
。

中

小
企
業
は
、

日
本
産
業
機
構

の
全
分
野
、
す
な
わ
ち
第

一
生
産
部
門

で
あ
ろ
う
と
第

二
生
産
部
門

で
あ
ろ
う

と
、
あ
る

い
は
武
器
等

を
製
造
す
る
軍
事

工
業
部
門

で
あ
ろ
う
と

い
ず

れ
の
分
野
に
も
存
在
す
る
が
、
中

小
企
業
が
こ
と
に
数
的
に
み
て
圧
倒
的
比
重

を
示

め
し

て
い
る
部
門

は
第

二
生
産
部
門

こ
と
に
前
記

の

①

の
部
門
に
所
属
す
る
業
種

に
お
い
て
で
あ
る
。
し

か
し
、

こ
の
分
野
も
け

っ
し

て
中

小
企
業

の
安
住

の
地
で
は
な
く
な

っ
て
き

て
い
る
。

こ
と
に
三
〇
年
代

の
長
期
経
済
諸
計
画

は
、
②

の
部
門

に
所
属
す
る
独
占

・
大
企
業



(235)一 構造的危機のあらわれ としての中小企業の倒産 一31

中

心
の
も

の
で
あ
り
.
第

二
生
産
部
門

こ
と
に
そ

こ
に
お
け

る
中
小

・
零
細
企
業
を
犠
牲

に
し

て
急
速

に
進

め
ら
れ
て

い
る
。
危
険

な
国

際

環
境

に
照
応
し
た
高
度
成
長

こ
と
に
産
業
構
造
に
お
け
る
戦
略
的
な
重
化
学

工
業
部
門

の
高
度
成
長
は
、
労
働
者
お
よ
び
農
民

の
貧

困

化
を
前
提

と
す
る

こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
膨
大
な
中
小
企
業

の
貧
困

の
拡
大
再
生
産

(規
模
の
縮
小
、
業
種
転
換
、
倒
産
、
開
業
)
と

零
細
企
業

の
長
期
的
分
解
を
前
提

と
し
な
が
ら
行
な
わ
れ

て
い
る
。
三
〇
年
代

の
日
本
独
占
資
本
主
義

の
産
業
構
造

は
こ
の
よ
う
な
特
徴

を
も

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
小
企
業

の
危
機

は
戦
前

に
比
較

し
て
倍
増
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次

に
以
上

の
よ
う
な
産
業
構
造

と
関
係
し

て
い
る
戦
後

の
貿
易

に

つ
い
て
検

討
し
て
み
よ
う
。
現
在

の
日
本
独
占
資
本
主
義

は
、
外
見

的
姿
容

に
お

い
て
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
み
お
と
り
し
な

い
ま
で
に
な

っ
て
き

て

い
る
が
、
本
質
的

に
は
、

こ
と

に

ア
ジ
ア
に
お

い
て
社
会
主
義

諸
勢
力

の
発
展

を
強
烈

に
意
識
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

の
従
属
物
と
し

て
こ
の
上
な

い
成
長
度
を

ほ

こ

っ
て
い
る
。

日
本

の
輸

出
の
成
長
率
は
、
過
去

一
〇
年
平
均
年
率

一
四

・
七
%

で
あ
り
、
イ

タ
リ
ア

ニ
ニ
・
四
%
、
西
独

一
二

・
五
%
、

フ
ラ

ン
ス

七

・
七
%

、
イ
ギ

リ
ス
四

・
四
%
、
ア
メ
リ
カ
四

・
○
%
に
比
較
し

て
は
る
か
に
高

い
。
こ
の
成
長
率

は
こ
こ

一
〇
年
間
、
重
化
学

工
業
製

品
の
輸
出
に
よ

っ
て
さ
さ
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り

つ
つ
あ

る

(輸
出
の
急
上
昇
は
三
〇
年
代
の
現
在
に
特
徴
的
な
過
剰
生
産
恐
慌
が
原
因
で
あ
る
)
。

膨
大
な
設
備
投
資
と
関
係
し
て

い
る
過
剰
生
産

恐
慌

は
、
年

々
の
輸
出
額
を
三
六
年
四
三
億
ド

ル
、
三
七
年
五
〇
億

ド
ル
、
三
八
年
五

六

億

ド
ル
、
三
九
年
七

二
億

ド

ル
、
四
〇
年
想
定
八
四
ー

五
億
ド

ル
、
四

一
年
想
定

一
〇
〇
億
ド

ル
と
増
大
さ

せ
た
。

日
本

の
輸
出

に
占

め
る
重
化
学

工
業

の
比
率

(
化
学
製
品
、
金
属
お
よ
び
同
製
品
、
機
械
の
輸
出
合
計
を
総
輸
出
で
割
っ
た
も
の
)
は
、
三
五
年

四
〇
%
、
三
八
年

四
九

・
八
%

(
四
〇
年
度

「
通
商
白
書
」
に
よ
る
と
五
四

二

%
)、
三
九
年

五
五
%

(
四
〇
年
度

「通
商
白
書
」
に
よ
る
と
五
七

。
一
%
)
と
総
輸
出

の
半

分
以
上

を
占
め

る
ま
で
に
な

っ
た
が
、
輸
出
増
加
寄
与
率

で
み
る
と
、
重
化
学

工
業

製
品
は
七

一
・
五
%

(
四
〇

年
度

「
通
商
白
書
」
に
よ
る
と
七
〇

・
七
%
)

の
比

重
を
占
め

て
い
る
(第
5
表
)
。
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第5表 重化学工業品 の総輸出に占める割合(}}粒100万 ドル,%)

比成

 

構額出輸

63年}

100、0

54.1

31.0

24.7

64年

100.0

57.1

33.3

26、0

7.4

18.0

13.6

5.8

35.9

21.4

3.6

10.9

4.8

1.5

6.2

17.3

12.9

5.8

38.4

22.9

3.9

11.6

5.3

1.7

(236)

1 64年

6,673

3,810

2,223

1,732

491

1,203

909

384

2,396

1,426

242

727

323

102

 

一

63年

5,452

2,947

1,688

1,348

340

944

702

315

2,094

1,247

212

635

289

91

 

目品

総 額

(重 化 学 工 業 品)

機 械 機 器

機 械 機 器(船舶を除 く)

船 舶

金 属 品

鉄 鋼

化 学 品

(軽 工 業 品)

繊 維 品

非 金 属 鉱 物 製 品

そ の 他 の 軽 工 業 品

(食 料 品)

(原 燃 料)

(注)通 商産業省編 昭和40年度 「通商白書」総論37頁。商品類別には特殊製品取扱品を含まないのでこれらの

合計は総額に一致 しない。

こ
の
よ
う
な
重
化
学

工
業
製
品

の
総
輸
出

に
占

め
る
割

合

の
増
大

は
、
重
化
学

工
業
そ

の
も

の
の
絶
対
的
発
展
に

よ

っ
て
の
み
も

た
ら
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
自

由
化
に

よ
る
ア
メ
リ
カ
諸
企
業

の
日
本
中

小
企
業

の
輸
出

へ
の
圧

迫
、
低
開
発
諸
国

の
軽

工
業

の
発
展

に
よ
る
日
本
中
小
企

業

の
輸
出

へ
の
圧
迫
等
と
も
関
係

し
て
い
る
。

現
実

に
は
次

の
よ
う
な
業
種

に
お
け
る
中
小
企
業

の
輸

出

に
占

め
る
比
重

が
大

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
料

品
、

紡
織
、
衣
服
お
よ
び
身

回
品
、
木
材

お
よ
び
木
製
品
、
家

具

お
よ
び
装
備

品
、
印
刷
出
版
、
皮
革

お
よ
び
皮
革
製

品
、

ガ
ラ
ス
お
よ
び
土
石
製
品
、
金
属
製

品
、
機
械
、
電
気
機

械
器
具
、
医
療
理
化
学
機
械

お
よ

び
写
真
機
、
そ

の
他
等

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
業
種

の
中
小
企
業

(今
日
で
は
輸
出
中
小
企
業

ば
か
り
に
限
定
で
き
な
い
)
に
対
し

て
は
、

①

と
く
に
自
由

化

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
諸
企
業

か
ら

の
圧
迫
、
②
低
開
発
諸

国

の
軽

工
業

の
発
展

に
よ
る
圧
迫
、
③
日
本
独
占

・
大
企

業

か
ら

の
圧
迫
等

が
た
え
ず
加
え
ら
れ

つ
つ
あ

る
。
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①
自
由
化
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
諸
企
業

の
日
本
中

小
企
業

へ
の
圧
迫

に
は
、
④

日
本
商
品

の
ア
メ
リ
カ
市
場

か
ら
の
締

め
出

し
と

◎

ア

メ
リ
カ
商
品

の
日
本
市
場
進
出
と
が
あ
る
。

④

日
本

の
商

品
は
、

ア
メ
リ

カ
諸
企
業

か
ら

の
直
接
的
圧
迫
、
高
率
関
税
、

日
本

商
品
の
低
開
発
国
商
品

へ
の
切
り
替
え
等

に
よ

っ
て

ア
メ
リ
カ
市
場

か
ら
締
め
出

さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
消
費
手
段
生
産
部
門

に
所
属
す

る
中
小
企
業

の
商
品
輸
出

へ
の
圧
迫

は
き
わ
め
て
著

し
、い
。
た
と
え
ば
、
織
布
、
ゴ

ム
靴

は
全
生
産
額

の
二
〇
ー
三
〇
%

が
外
国
市
場
に
依
存
し

て
い
た
が
、

ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
市
場
か
ら

締

め
出

さ
れ
て
き

て
い
る
。

綿
製
品
、
毛
製
品
等

の
繊
維
製
品
と
雑
貨
も
大
幅

の
輸

入
規
制

の
対
象
と
な

っ
て

い
る
。

日
本

の
ア
メ
リ
カ

へ
の
合
板
輸

出
も
年

々
減

少
し
、
ア
メ
リ
カ
の
合
板
輸

入
に
占
め
る
日
本

の
シ

ェ
ア
ー
は
、
三

六
年

の
六

一
%

か
ら
三
八
年

の
五

一
%

へ
と
低
下
し
て

い
る
。
そ

れ

に
対
し
て
ア
メ
リ
カ

の
完
全
支
配
下
に
あ
る
フ

ィ
リ

ッ
ピ

ン
、
台
湾
、
韓
国
等

の
シ

ェ
ア
ー

は
、
同
期
間
中

に

一
九
%

か
ら
二
九
%

に
増

(
7

)

加
し
て

い
る
。
大
衆

カ
メ
ラ
、
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
ク
リ

ス
マ
ス
用
豆
電
球
等
、

ア
メ
リ
カ
市
場

か
ら

の
締

め
出

し
が
倒
産

の
直
接
的
原

(
8

)

因

に
な

っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な

い
。

,

◎
自
由
化
率

の
推
移
を
み
る
と
、
三
五
年
四
月
四

一
%
、
三
七
年

四
月

七
三
%
、
四
〇
年
四
月
九
二

・
九
%
、
さ
ら

に
今
年

一
〇
月

一

(
9

)

日
か
ら

の
乗
用
車

の
自
由
化

に
よ

っ
て
九
三

・
一
五
%

に
増
加
す

る
予
定
で
あ

る
。

自
由
化

は
、
初
期

の
時
期

に
は
原

・
材

料
を
中

心
に
行
な
わ
れ
、

工
業
製

品
に

つ
い
て
は
、
国
際
競

争
力

が
比
較
的

に
強

く
、
問
題

の

少
な

い
品
目
に
限
定
さ
れ

て
い
た
。
し

か
る
に
三
七
年

一
〇
月

に
自
由
化
率

が
七
三
%

か
ら
八
八
%

に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な

る
と
、
自
由
化
す

れ
ば
当
然
打
撃

を
う
け

る
よ
う
な
品
目
ま
で
が
自
由
化
さ
れ
る
に
い
た

っ
た
。

三
七
年

一
〇
月
自
由
化
さ
れ
た
万
年
筆
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
、
繊
維
機
械
、
靴

下
等

は
、
自
由
化
後
輸

入
が
急
増

し
て
そ

の
ま
ま
横
ば

い
と

な

り
国
内
中

小
企
業

の
経
営

を
圧
迫
し

て
い
る
。
さ
ら
に
三
七
年

一
〇
1

一
一
月

に
自
由
化
さ
れ

た
人
造
繊
維
織
物
、

セ
ー
タ
ー
、
.合
成
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第6表 主要な中小企業関連品 目の輸入額増加 率(%)

(37年以後自由化されたもの)

39年/38年

(1～11月)

58.9

321.9

147.8

136.9

92.4

68.7

63.0

125.5

89.4

92.1

282.1

178.6

246.4

186.2

124.7

196.1

161.5

49.4

38年/37年

210.3

202.2

1,099.1

219.9

42.9

290.3

217.7

38.5

529.2

386.6

210.2

284.9

27.1

306.3

346.1

237.6

260.3

151.0

 

目
ロ
ロロ

浴 用 石 け ん

人 造 繊 維 織 物

セ ー タ ー

身 辺 用 模 造 細 工

鉄 鋼 ス ト ー ブ

繊 維 機 械

ミ シ ン 針,ミ シン部品

合 成 樹 脂 加 工 機 械

万 年 筆,ボ ー ル ペ ン

靴 下

合 成 樹 脂 製 品

革 製 品

ベ ル ト

人 造 繊 維 織 物

じゅ うたん(だ ん通以外)

メ リ ヤ ス(模 様 あみ)

プ ラ ス チ ッ ク 玩 具

電 気 測 定 機 械

自由化時期

37年10月

37年11月

(注)大 蔵省 「日本貿 易月 表」,39年 度 「中小企 業 白書」!82頁 。

樹
脂
製

品
、
革
製
品
、

じ

ゅ
う

た
ん
、
模
様
あ
み
メ

リ
ヤ
ス
、

三
八
年

四
月
自
由
化
さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ

ッ

ク
製

玩
具
等

は
、
自
由
化
後
輸

入
が

一
時
急
増

し
て

そ

の
ま
ま
横
ば

い
に
な

る
ど

こ
ろ
か
、
そ

の
ま
ま
輸

人
上
昇
を
続

け
、
中
小
企
業

の
経
営
状
態
を

一
層
悪

化
さ

せ
て
い
る
(第
6
表
)
。

な

お
三
八
年

に
輸

入
の
急
増

し
て

い
る
も

の
に
は
、

イ

ン

ス

タ

ン
ト

・
コ
ー

ヒ
ー

一
、
三
〇
〇
万

ド
ル

(
三
七
年
の
二
倍
弱
)
、

携

帯

用
時
計

七

一
〇
万
ド
ル

(
三
七
年
の
六
〇
%
増
)
、
ゴ

ル
フ

・
ス
キ
ー
用
具

六
七

〇
万

ド
ル
(
三
六
年
の
二
倍
強
)、
電
気

か
み
そ
り

・
冷

蔵
庫

・
扇
風
機

二
〇
〇
万
ド

ル
(
三
五
年
の
六
倍
)、
既

製
服

一
五
〇
万

ド
ル

(
三
五
年
の
二
倍
半
)
等

が
あ
り
、

こ
れ
ら

の
外
国
商

品
は
日
本

の
中
小
企
業

を
庄
迫
し

倒
産

に
お

い
や

っ
て
い
る
。

そ
れ
ら

の
中

で
最
も
具
体
的
な
例

は
、
万
年
筆

の

大
量
流

入
に
よ
る
中
小
企
業

の
倒
産
を
あ
げ

る
こ
と

が
で
き
る
。
輸

入
万
年
筆
は
、
三
七
年

一
〇
月

に
自



(239)一 構造的危機のあらわれとしての中小企業の倒産一35

由
化
さ
れ
る
直
前

に
は
月
間

三
〇
〇
ダ
ー

ス
、
金
額
で
四
〇
〇
万
円

で
あ

っ
た
が
、
三
七
年

一
二
月

に
は
六
、

二
〇
〇
ダ
L
ス
、
七
千
万

円
に
急
増
し
、
さ
ら

に
三
八
年
四
月

に
は
八
、

八
〇
〇
ダ
ー

ス

一
億
円
を
上
回
わ
り
、
さ
ら
に
日
本

の
大
企
業

の
市
場
進
出
競
争

は

一
段

(
10

)

と
激
化
し
、

一
〇
〇
社
ち
か

い
中
小
万
年
筆

工
場

は
こ
の
し
わ
寄
せ

で
倒
産

に
お

い
こ
ま
れ
た
。

②
最
近
低
開
発
国

の
工
業

(
こ
と
に
軽
工
業
)
の
発
展

が
急
速
に
進

め
ら
れ
、
よ
り
低
廉

で
比
較
的
豊
富
な

工
業
製
品
は
、

日
本
商
晶

の

同
地
域

へ
の
輸
出
を
次
第

に
圧
迫

し
な

が
ら
し
か
も

日
本
中

小
企
業

に
必
要
な
ア
メ
リ
カ
市
場

に
進
出
し

て
い
る
。

こ
と
に
ア
メ
リ
カ
の

支
配

が
よ
り
直
接
的

で
軍
事

的
な
低
開
発
国
の
商
品

は
、
ド
ル
獲
得
を
目
的

に
し

て
ど
し
ど
し

ア
メ
リ
カ
市
場

に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

.日
本

の
中
小
企
業

に
よ

っ
て
生
産
さ
れ

る
割
合

の
高

い
繊
維
、
雑
貨
な
ど

の
輸
出
商
品
と
低
開
発
国

の
そ
れ
ら

の
輸
出
商

品
と

の
間
で

競
争
関
係
が
著

し
く
な
り

つ
つ
あ

る
。
す
な
わ

ち
、
繊
維

で
は
綿
織
物
、
実
用
衣
類

な
ど
の
繊
維
二
次
製
品
、
雑

貨

で
は
、
造
花
、
人
造

(
11

)

真
珠

、
時
計

バ
ン
ド
、
ボ
タ
ン
、

セ
ル

ロ
イ
ド

・
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
製
品
、

ゴ

ム
製
履
物
、
合
板
等
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
な
商
品

の
大
部
分

は
、
労
働
集
約
的
な
商

品
で
あ
り
、
か

つ
て
の
日
本

が
、
あ

る
い
は
今

日
の
日
本
が
低
賃
金
と
劣
悪
労

働
条
件
を
基
礎

に
し

て
、
独
占
資
本

の
外
貨

の
浪
費
を
カ

バ
ー
す

る
た
め
に
外
貨
獲
得

の
手
段
と
し
て
強
行
輸
出
さ
れ
℃
き

た
も

の
ば

か

り

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
商

品
輸
出
を
含

め
だ
中

小
企
業
製

品
の
輸
出
は
、
全
輸
出
額
中

に
大
き
な
比
重
を
占

め
て

い
る
が
、
低

開
発
国

の

商

品
の
ア
メ

リ
カ
市

場

へ
の
進
出

(ア
メ
リ
カ
は
こ
の
よ
う
な
進
出
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
低
開
発
国
に
対
し
て
政
治
的

・
軍
事
的

・
経
済
的

な
全
面
進
出
を
行
な
っ
て
い
る
)
に
よ

っ
て
著
し

い
打
撃

を
う
け

て
い
る
。

③
自
由
化
が

一
層
推
進
さ
れ
て
内
外

の
市

場
に
お
け

る
独
占

・
大
企
業
聞

の
競
争

が
激
化
す

る
と
、

日
本

の
独
占

・
大
企
業

は
、
国
際

競

争
力
を
強

め
、
し

か
も
そ
の
中

で
巨
大
な
利
益
を
確
保
す

る
た
め
に
、
優
良
中
小
企
業

の
選
別
強
化
、
下
請

・
系
列

の
再
編
成
、
部
品

単
価

の
引
き
下
げ
、
検
収
期
間

の
長
期
化
、
現
金
支
払

い
比
率

の
低
下
、
手
形
期
間

の
長
期
化
、
発
注
量
の
縮
小
あ
る

い
は
打
ち
切
り
等

を
中
小
企
業

に
迫
ま
り
、
独
占

・
大
企
業
独
自

の
合

理
化
を
推
進
レ
て
中

小
企
業

を
倒
産

に
お

い
こ
む
。
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第7表 地 域 別 輸 出 の 割 合

比成構額出輸

63年 64年63年 64年

100.0

卿
訓
四
邸
日
㎜
獅
3.4

7.1

9.1

4.8

5。8

100.0

43.0

29.9

13.1

6.1

5.1

52.3

29.5

3.4

6.6

8.7

4.1

4.6

6,673

2,870

2,008

862

365

396

3,415

1,782

230

472

608

323

386

5,452

2,344

1,632

712

332

278

2,854

1,608

188

360

470

223

252

 

目ロ
ロロ

額

諭

力

国業

リメア

総

任

北

西

E

E

パ

C

A

D

ア

ア

カ

曇
ロ

ツ

国

ジ

T

ジ

メ

ロ

E

業

ア

ア

一

F

工

南

ア

ン

ヨ

テ

ドO

東

西

ラ

力

州

剛

リフ

洋

産

ア

大

供

イ

(注)通 商産業省編 昭和40年度 「通商白書」40頁。特殊地域を含 まないので地域別合計は総額に一致 しない。

と
ぐ

に
工
作
機
械

の
分
野

や
自
由
化
を
目
前

に
ひ
か
え

た
自
動

車
業
界

に
こ
の
傾
向
が
顕
著

で
あ

る
。

こ
と
に
独
占

・
大
企
業

の

自
動
車
販
売
価
格

の
引
き
下
げ

は
、
下
請

・
系
列
中
小
企
業

の
部

品
単
価

の
引
き
下
げ
を
条
件
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
し

ま

つ
で
あ

る
。

世
界

で
有
数

の
工
業
国
で
あ
り
↓
近

い
将
来

に

一
〇
〇
億

ド
ル

の
輸
出

を
実
現
す
る
で
あ

ろ
う
日
本
独
占
資
本

主
義

は
、
中

小

・

零

細
企
業
を
た
え
ず
倒
産
さ
せ
て
や
ま
な

い
産
業
構
造

と
貿
易
構

造

を
持

っ
て
い
る
。
そ

の
貿

易
構
造

は
、

第

一
、

対
米
貿
易

(従

属
型
11
不
平
等
)
、
第

二
、

対
東
南
ア
ジ
ア
貿
易

(下
請
的
帝
国
主
義

型
‖
侵
略
的
)
、
第

三
、
対
中

・
ソ
貿
易

(反
共
型
H
封
鎖
的
)
等

の

(
12

)

側
面
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
貿
易
構
造
は
、

一
応
戦
前
同
様
三

つ
の
側
面
か
ら
成

っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
の
変
化
は
著
し
く
、

そ
れ
を
さ
さ
え
る
産
業
構
造
は
危
険
き
わ
ま
り
な
い
程
高
度
に
発

達
し
、
さ
ら
に
日
本
独
占
資
本
主
義
を
と
り
ま
く
国
際
環
境
は
今

後
の
貿
易
の
発
展
を
阻
害
す
る
危
険
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。

日
本
中
小
企
業
は
、
ア
メ
リ
カ

へ
の
軽
工
業
品
の
輸
出
に

つ
い

て
は
、
関
税
、
そ
の
他
に
よ

っ
て
著
し
く
制
限
さ
れ
、
し
か
も
ア
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メ
リ
ガ
へ
の
商
品
輸
出
は
、
低
開
発
国
か
ら
の
商
品
輸
出
に
替
え
ら
れ
る
と
い
う
圧
迫
を
う
け
て
い
る
。
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

へ
の

中
小
企
業

の
商
品
輸
出
は
、
同
地
域
の
軽

工
業

の
急
速
な
発
展
の
た
め
に
頭
打
ち
の
状
態
に
な

っ
て
い
る
。
中

・
ソ
貿
易
に
っ
い
て
は
米

(
13

)

・
日
独
占
資

本

の
意
図

に
基
づ

い
て
き
わ
め
て
閉
鎖
的
で
あ
る

(第
7
表
)
。

自
由
化

に
よ

っ
て
日
本
中

小
企

業

の
国
内
市
場
を
う
ば

い
つ
つ
あ
る
た
め
、

は
、
日
本

の
今

日
の
経
済
構
造

の
中

に
深

く
広
く
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
の
諸
企
業
は
、

一
部
の
大
企
業
と
多
数

の
中
小

・
零
細
企
業
の
倒
産
の
危
機

こ
れ
に
対
し
て
独
占

・
大
企
業
の
重
化
学
工
業
部
門
の
商
品

輸
出
の
繁
栄
は
、
極
東
情
勢
の
緊
迫
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
以
上
の
よ
う
な
戦
後
の
産
業
構
造
、
貿
易
構
造
の
あ
り
方
と
も
関
係
し
て

い

る

。
(
1
)

昭
和

三
九
年
九
月

一
日

「
日
本
経

済
新
聞
」
朝
刊
。

(
2
)

レ
ー

ニ
ン
は
、
ソ
ビ
ェ
ー
ト
に
お

け
る

一
九

二

一
年
当
時

の
資
本
主
義

か
ら
社
会
主

義

へ
の
移
行
期

の
経
済
溝
造

が

①

家
父
長
的
な
、
す

な

わ
ち

い
ち
じ
る
し
い
程
度

に
現
物
的

な
農
民
経
済
、
②

小
商
品
生
産

(穀
物
を
売
る
農

民

の
大
多
数
は
こ
れ
に
は
い
る
)
、
③

私
経
営
的
資
本
主

義
、
④
国
家
資
本
主
義
、
⑤
社
会
主

義
な
ど
の
複
雑
な
経
済
諸
制
度

か
ら
構
成
さ
れ

て

い
た
と
言

っ
て
い
る
。
そ
し
て
レ
ー

ニ
ン
は
、

そ
の
よ
う

な
複
雑
な
経
済
構
造

の
中
で
き
わ
め

て
優
勢
な
経
済
制
度

は
小
商
品
生
産

・
プ
ラ
ス

・
私
経
営
的
資
本
主
義

で
あ
り
、

こ
れ
ら

の
経
済
制
度

は
、

国
家
資
本
主
義
、
社
会
主
義

の
敵

で
あ
り
、

こ
れ
ら

の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
経
済
制
度
を
克

服
し
て
早
急

に
国
家
資
本
主
義
を
確
立
し
て
社
会
主
義

を
最
終
的
に
う
ち
た
て
る
足
掛
か
り

と
す

る
こ
と
が
当

面
の
重
要
な
任
務

で
あ
る
と
言

っ
て
い
る

(
レ
ー

ニ
ン
著
「
『左
翼
的
』

な
児
戯

と
小
ブ

ル

ジ

ョ
ア
性
と
に
つ
い
て
」

(
レ
ー

ニ
ン
全
集
、
第

二
七
巻
、

二
三
七
-
九
頁
)
。

(
3
)

昭
和
四
〇
年

八
月

一
五
日

「
日
本

経
済
新
聞
」
朝
刊
。

(
4
)

中
村
孝
俊

氏
著

「
日
本
の
大
企
業
」
。

(
5
)

田
中
豊
喜
氏
著

「
前
期
資
本
主
義

史
論
」
二
〇
三
ー

四
頁
。

・

(
6
)

名
和
統

一
氏
著

「
日
本
資
本
主
義

と
貿

易
構
造
」

二
三
頁
。

(
7
)

昭
和
三
九
年
度

「
中
小
企
業
白
書
」

二
五
頁
。

(
8
)

松
本

三
益
氏

「
中
小
企
業

の
危
機

と
党

の
中
小
企
業
政
策
」

(「
前
衛
」
Z
o
・器
『

一
九
六
五
年

六
月
号
、

一
七

一
頁
)
。

(
9
)

日
本

の
自
由
化
は
、
昭

和
三
五
年

、
貿
易

・
為
替
自
由
化
促
進
閣
僚
会
議

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た

「貿
易

.
為
替

の
自
由
化
計
画
大
綱
」

に
そ
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学一 商

っ
て
行
な
わ
れ
、
さ
ら
に
三
六
年

〔貿
易

.
為
替
自
由
化
促
進
計
画
」

に
よ
つ

て
、

三
七
年

一
〇
月
に
自
由
化
率
九
〇
%
に
引
ぎ

上
げ
る

こ
と
を

目
標
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
自
由

化
率
増
進

の
テ
ン
ポ
は
米

.
日
独
占
資
本

の
意
図

の
通

り
は
か
ど
ら
な
か
っ
た
が
、
現
在
、
自
由
化
率
は
、

ほ

ぼ
国
際
的
水
準

に
ま
で
到
達

し
て
き

た
と
言

い
得

る
。
諸
外
国

の
自
由
化
率
を
み
る
と
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
八
五
%
、
西
独
は
日
本

と

ほ
ぼ
同
水
準
、

ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
九

七
%
、
イ

タ
リ
ア
九

八
%
、

フ
ラ
ン
ス
九
九
%
等

で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
西
欧
諸
国
は
、

一
般
的
な
輸

入
制
限
品
目

の
ほ
か
に
、

と
く
に
日
本
向
け

に
制
限
し
て
い
る
晶
目
が
多
く
、
た
と
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
対
日
輸
入
制
限

品
目
も
入
れ
る

と
対
日
自
由
化
率

は
八
八
ー

九
%

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

の
自
由
化
率
は
か
な
り
高

い
も
の
だ
と
言

い
得
る

(
昭
和
四
〇
年
八
月

一
八
日

「
日
本
経
済
新
聞
」
朝
刊
)
。

(10
)

「
前
衛
」
2
?

柏
ω
や

一
九
六
五
年
六
月
号
、

一
七

一
頁
。

(
11
)

昭
和

三
九
年
度

「
中
小
企
業
白
書
」

一
七
八
頁
9

(12
)

「
日
本
資
本
主
義
講
座
」

第
五

巻
、

一
二
四
ー

五
頁
。

(
13
)

日
本
国
際
貿
易
促
進
協
会
理
事

長

の
宿
谷
栄

一
氏
が
同
氏
の
構
想
と
し
て
通
産
官

僚
に
最
近
語

っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
現
在

の
友
好
貿
易

は

中
小
商
社
が
多
す
ぎ
て
弊
害

が
あ

る
の
で
窓

口
を

一
本
化
し
て
統
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
小
貿
易
を
合
理
化
す
る
た

め
に
は
政
府
高
官

や
与
野
党

の
実

力
者

に
よ

っ
て

「
日
中
経
済
協
会
」

を
設
立
し
、

こ
の
指
導
、
監
督

の
下
に

「
日
中
貿
易
公
団
」
を
お
き
、
貿

易
実
務

の
窓

口
を

一
本
化

し
て
官

僚
統
制

を
強
化
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

「
日
中
経
済
協
会
」

は
、
現
在
活
動
し
て
い
る
高
崎
事
務
所
と

日
中
輸
出

入
組
合
を
吸
収
し
、
主

要
な
取
り
扱

い
品
目
と
予
想
貿
易
額
を
こ
こ
で
決
定
し
、
今
ま
で
の
友
好
商
社

は
存
続
さ
せ
る
が
、

そ
の
取
扱

い
品
目
を
栗
、
漆

な
ど

の
ご
く

一
部

の
物
資

に
制
限

し
、
主
要

な
貿
易
に
つ
い
て
は
事
実
上
窓

口
を

一
本
化
し
よ
う
と
す
る
構
想
に
基
づ
い
て
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

「
日
中
経
済
協
会
」

の
人
事
と
し
て
総
裁
に
石
橋

湛
山
、
副
総
裁
に
三
木
武
夫
、
周
東
英
雄
、
和
田
博
雄
、
江

田
三
郎
、

理
事
長
に
宿
谷
栄

一
の
諸
氏
が
内
定
し
て
い
る
。

日
中
貿
易
を
な
ん
と
か
阻
止
し
よ
う
と
す
る
吉

田
書
簡

と
保
守
的
官
僚

の
活
動
は
、
層

日
中
貿
易

の
窓

口

一
本
化
‖
官
僚

統
制
と

い
う
か
た
ち
に
よ

っ
て
中

小
商
社

の
自
山

な
活
動
を
阻

止
し
て
米

・
日
独
占
資
本

の
利
益
を
な
ん
と
か

確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

(242)

五
、
中
小
企
業
倒
産

の
直
接
的
原
因

ヰ
小
企
業
の
倒
産
は
、
本
質
釣
に
は
、
独
占
資
本
主
義
の
経
済
構
造
と
そ
れ
に
内
包
さ
れ
る
産
業
構
造
お
よ
び
貿
易
構
造
の
あ
り
方
に
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規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
象
的
に
は
そ
の
よ
う
な
構
造
と
密
接
に
関
連
し
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
直
接
的
諸
原
因
に
よ
っ

て
お
こ
る
も
の
で
あ
る
。

三
九
年
度

の

「中
小
企
業
白
書
」
は
、
中
小
企
業
の
倒
産
原
因
に
は
内
部
的
原
因

(収
益
性
の
低
下
と
財
務
状
況
の
悪
化
)
と
外
部
的
原
因

(循
環
的
要
因
‖
金
融
引
き
締
め
に
よ
る
資
金
供
給
の
縮
小
と
、
構
造
的
要
因
)
と
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
白
書
は
、

倒
産
の
内
部
的

要
因
で
あ
る
中
小
企
業
の
収
益
性
の
低
下
や
財
務
状
況
の
悪
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
が
倒
産
の
循
環
的
要
因
で
あ
る
金
融
引
き
締
め
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
白
書
は
、
倒
産
の
本
質
的
原
因
は
、
外
部
的
原
因
の
う
ち
循
環
的
要
因
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
構

造
的
要
因
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
構
造
的
要
因
に
は
、
第

一
、
生
産
性
格
差
の
存
在
、
第
二
、
①
労
働
需
給
の
著
し
い
ひ

っ
迫
、
②
技
術
革
新
の
進
展
に
よ
る
大
規
模
操
業

の
実
現
、
③
消
費

パ
タ
ー
ン
の
変
化
に
よ
る
中
小
企
業
向
け
需
要
の
停
滞
、
④
開
放
経

済
体
制

へ
の
移
行
等
が
あ
り
、
中
小
企
業
の
倒
産
は
、
そ
れ
ら
を
契
機
と
す
る
競
争
激
化
か
ら
の
親
企
業
に
よ
る
合
理
化
の
要
請
に
よ

っ

(
1

)

て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

「中
小
企
業
白
書
」
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
倒
産
の
構
造
的
要
因
が
手
取
り
早
く
き
わ
め
て
常
識
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
倒
産

を
ひ
き
お
こ
す
本
質
的
構
造
で
あ
る
日
本
独
占
資
本
主
義
の
経
済
構
造
と
そ
れ
に
内
包
さ
れ
る
産
業
構
造
と
貿
易
構
造
と
が
明
確
に
さ
れ

て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
に
よ
る
収
奪
体
制
の
強
化
、
そ
の
下
に
お
け
る
日
本
独
占

・
大
企
業
の
合
理
化
の
本
質
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
分
析
な
し
に
は
、
た
と
え
三
九
年
度
白
書
が
倒
産
の
構
造
的
要
因
を
強
調
し
て
、
今
ま
で
の
白
書
に
み
ら
れ

な
い
よ
う
な
分
析
上
の
前
進
を
し
た
と
し
て
も
、
学
問
的
に
は
不
完
全
な
も
の
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

中
小
企
業
倒
産
の
構
造
的

・
一
般
的
原
因
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
で
く
ど
す
ぎ
る
程
説
明
し
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で

は
、
通
常
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
倒
産
の
直
接
的
原
因
を
列
記
し
、
検
討
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
過
程
を
経
て
構
造
的
原
因
と
関
係
す

る
中
小
企
業
倒
産
の
真
の
原
因
を
発
見
し
て
み
よ
う
。
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学商(244)

ま
ず
通
常
言

わ
れ

て
い
る
と

こ
ろ
の
倒
産

の
直
接
的
原
因
を
列
記
す
れ
ば
次

の
通
り

で
あ
る
。

①
受
注

の
急
減
と
業
績
不
振
か
ら
の
赤
字

の
累
積
。

②
外
見
上
の
大
型
化

・
近
代
化

の
み
を
目
標

に
し
た
よ
う
な
放
漫
経
営
。

③

設
備
投
資

の
行

き
過
ぎ
。

④

企
業
間
信
用

の
膨
張
で
他

人
資
本

へ
の
依
存
割
合

が
高

く
な
り
資
産
内
容

が
悪
化
し
た
こ
と
。

⑤

金
利
や
償
却
費
、

人
件
費
等

の
経
費

の
増
大
。

⑥
経
営
多
角
化

の
失
敗
。

⑦

必
要
以
上

の
在
庫

の
増
大
。

⑧
売
り
掛
け
金

の
回
収
難

の
発
生

と
不
良
債
権

の
続
出
。

⑨
親
企
業

の
し
わ
寄
せ

(発
注
の
停
止
や
発
注
量
の
縮
小
、

単
価
の
引
き
下
げ
、
規
格
の
引
き
上
げ
、
検
収
の
長
期
化
、
現
金
決
済
比
率
の
低
下
、

.
手
形
の
長
期
化
等
)
。

⑩
親
企
業
や
取
り
引
き
先

の
-企
業

か
ら

の
支
援
打
ち
切
り
。

⑪
金
融
引
き
締

め
(
預
金
準
備
率
の
引
き
上
げ
、
公
定
歩
合
の
引
き
上
げ
)
。

⑫
金
融

緩
和

ム
ー
ド
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
機
関

の
中
小
企
業

へ
の
選
別
融
資

の
強
化
。

⑬
歩
積

(銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
が
企
業
に
対
し
て
手
形
を
割
り
引
く
か
た
ち
で
融
資
す
る
際
に
、
そ
の

一
定
額
を
預
金
さ
せ
る
こ
と
)
や
両
建

(金

融
機
関
が
企
業
に
貸
し
出
す
場
合
、
貸
し
出
し
の
条
件
と
し
て

一
定
額
を
預
金
さ
せ
る
こ
と
)
の
制
度

に
よ
る
中
小
企
業

の
拘
束
預
金
の
胤
超

⑭
求
人
難

と
労
務
費

の
増
大

(
こ
れ
ら
が
原
因
で
の
倒
産
は
ま
れ
で
あ
る
)
等

々
。

(
3

)

日
本
独
占
資
本
主
義
は
、
敗
戦
に
よ

っ
て
、
膨
大

な
植
民
地
を
喪
失
し
、

六
五
三
億

二
〇
〇
万
円

(昭
和
二
〇
年
八
月
現
在
の
公
定
価
格
)
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(
4
)

に
の
ぼ
る

一
般
国
富
を
失

い
(
被
害
率
二
五
-
六
%
)、
帝

国
陸
海
軍

の
壊
滅
に
よ

っ
て
無
限

の
国
家

軍
需
市
場
を
失

い
、
さ
ら

に
独
占
資
本

が
終
始
最
大

の
関

心
を
も

っ
て

い
た
中
国
市
場

を
喪
夫
し
、
直
接
、
自
ら
も
多

く
の
軍
需

工
場

を
焼
失
し

て
、

ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
11
独

占
資

本
主
義

に
従
属

し
、
収

奪
さ
れ
る
羽
目

に
お
ち

い

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態

の
中

で
の
日
本
独
占
資

本
主
義

の
ア

メ
リ
カ
独
占
資

本
主
義

へ
の
従
属
は
、
独
占

・
大
企
業

に
よ
る
労
働
者

・
農
民

へ
の
収
奪

の
強
化

は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
中
小
企
業

へ
の
収
奪
を
も
強
化
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
こ
に
中
小
企
業

に
対
す

る
原
料
高

の
整

晶
安
、
金
融
引
き
締

め
(常
時
)
、
租
税
負
担

の
増
大

の
体
制
、
す
な
わ
ち
国
家
独
占
資
本
主
義

の
収
奪
体
制

は
強
化

さ
れ
た
。

朝
鮮
戦
争

を
経
て
神
武
景
気
が
終
了
す
る
三
〇
年
代

の
初
頭
以
後
、
国
内

の
独
占

・
大
企
業
間

の
競
争
と
国
際
聞
競
争

は

一
層
激

し
く

な
り
、
独
占

・
大
企
業

は
、
そ
れ
ら
の
競
争

に
対
処
す

る
た
め
に
、
社
会
資
本
を
集
中
、
独
占
し
て
設
備

の
近
代
化

を
は
か
り
な
が
ら
、

中

小
企
業

の
生
産
ー
流
通
分

野
に
ま

で
進
出
し
、

さ
ら

に
中

小
企
業

へ
の
収
奪
を
強
化

(発
注
の
停
止

.
縮
小
、
単
価
の
引
き
下
げ
、
規
格
の

引
き
上
げ
、
検
収
期
間
の
長
期
化
、
現
金
支
払
い
比
率

の
低
下
、
手
形
期
間
の
延
長
等
)
す

る
に
い
た

っ
た
。

米

・
日
独
占
資
本
は
、
中

小
企
業

か
ら

の
市
場

の
収
奪
、
中

小
企
業

の
生
産
分
野

へ
の
進
出
、

下
請
等

に
よ
る
直
接
的
収
奪
、
社
会
資

本

の

一
方
的
利

用
、
低
廉
若
年
労
働
者
層
の
雇
用
独
占
、
社
外

工
ー

組
夫
ー
貸

工
制
度

の
最
大
限
利
用
を
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制

の
中

で

一
層
お
し
す
す

め
る
。
中

小
企
業

の
危
機
11
倒
産

は
、

こ
の
よ
う
な
体
制

の
中

で
は
ち

ょ

っ
と
し
た
原
因

に
よ

っ
て
ま

ぬ
か
れ

る
こ
と

が
で
き
な
く
な

る
。
し
た
が

っ
て
、
中
小
企
業

の
倒
産
を
な
く
す
真

の
方
法
は
、
対
米
従
属
的
な
日
本
独
占
資
本
主
義

の
政
治

・
経
済
構

造

の
変
革
以
外

に
な

い
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)

昭
和
三
九
年
度

「
中
小
企
業
白
書
」
九
頁
。

(
2
)

三
八
年
春
、
大
蔵
省

の
調
査
に
ょ
る
と
、
歩
積
、
両
建

の
う
ち
の
拘
束
預
金
は
、
貸
し
出
し
金
の
う
ち
、
都
市
銀
行

一
〇

.
一
%
、
地
方
銀
行

一
〇

・
九
%
、
相
互
銀
行
二
三

・
三
%
、
信
用
金
庫

一
六

・
二
%
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
中
小
企
業
に
対
し
て
は
、
貸
し
出
し
金
の
う
ち
の
拘
束
預

金
の
割
合
は
大
き
く
、
都
市
銀
行
三
〇
-
四
〇
%
、
相
互
銀
行
五
〇
ー
六
〇
%
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
拘
束
預
金
に
つ
い
て
は
預
金
利
子
が
支
払
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わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
に
貸

し
付
け
利
子
を
と
ら
れ
る
の
で
、
金
融
機
関

の
中

小
企
業

へ
の
貸
し
出

し
金
利

は
、
独
占

・
大
企
業

へ
の
そ

れ

に
比
較
し
て
高
率

と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
拘
束
預
金
に

つ
い
て
は
、
三
八
年

ご
ろ
か
ら
政
治
問
題
に
も
な
り
、
大
蔵
省
も
や
め
る
よ
う
に
指
導

し
て
き

た
。

こ
の
た
め
誰
が

み
て
も
歩
積

.
両
建

と
わ
か
る
よ
う
な
拘
束
預
金

は
姿
を
消
し
、

そ
れ
に
か
わ
る
子

の
こ
ん
だ
も
の
が
登
場
す
る
に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中

小
企
業

に
対
し
て

①

毎
月

一
定

額
を
積

み
立

て
さ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
、
②
手
形

の
審
査

を
き
び
し
く
し
、
割
り
引
き
わ
く
を
縮
小
し
た
、
③

貸
し
出

し
の
際
預
金
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
時
間
を
ず
ら
せ
て
預
金
さ
せ
る
等

の
新

手

の
拘
束
預
金

が
あ
ら
わ
れ
た
。

そ
こ
で
公
正
取
引
委
員
会

は
、

四
〇
年
八
月

一
二
口
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、

福
岡

の
中
小
企
業
約
四
千
社

(
回
収
率

二
九
%
)

を
対
象
に

し
て
歩
積

.
両
建
な
ど

の
拘
束
預

金
の
実
態
調
査

を
行
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
八
月
六
日
大
蔵
省

が

「
銀
行

の
自
粛
で
都
市
銀
行
と
地
方
銀
行

の
不
当
な
歩
積

・
両
建
預
金

は
全

部
解
消
し
た
」

と
い
う
表
面
的
で
体
裁
の
よ
い
報
告

を
し
た
の
に
対

し
て
全
く
逆

の
報
告

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
公
正
取
引
委
員
会

の
調

査
に
よ
る
と
、
債
務
者
が
事
実
上
引
き
出
せ
な
い
広

い
意
味

の
拘
束
預

金
の
借
り
入
れ
額

に
対
す
る
比
率
は
、

全
体
で
三
二

.
八
%
と
い
う
よ
う

に
三
八
年
当
時

よ
り
も
む
し
ろ
高

い
。
中
小
企
業

に
対
す

る
拘
束
預
金
の
割
合

は
全
体

の
平
均

よ
り
も
高

い
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
拘
束
預

金
の
割
合

(
中
小
企
業

に
の
み
限
定
せ
ず
)

は
、

全
体
的
に
み
る
と
、
都
市
銀
行

三
三

・
七
%
、
地
方
銀
行

三

四

.
四
%
、

相
互
銀
行

三
九

.
二
%
、
信
用
金
庫
三
九

・
六
%
、
信
用
組
合
四

一
・
八
%
と
な

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
新
し
い
傾

向
と
し
て

①

歩
積
に
か
わ

っ
て
定
期
積
み
立

て
金
な
ど
を
し

い
ら
れ
る
、
②
割
り
引
く
手
形

の
審
査

が
き
び
し
く
な

っ
た
、

③
拘
束

の
方
法
が
か
わ
り
、
預

金
証
書

を
返
し
て
口
約
束

で
拘
束
す
る
な
ど
の
事
情

が
明
確

に
な

っ
た

(
昭
和
四
〇
年

八
月

=
二
日

「
日
本
経
済

.新
聞
」
朝
刊
)。

数
度

に
わ

た
る
公
定
歩
合

の
引
き

下
げ

に
よ
る
金
融
緩
和
策
、
政
府
系
中
小
企
業

専
門
金
融
機
関

の
貸
し
出
し
金
利

の
引
き

下
げ
策
等

が

一
方

で
行
な
わ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は
、

拘
束
預
金
比
率

の
増
大

に
よ
る
事
実

上
の
金
利
引

き
上
げ
、
選
別
融
資

の
強
化
に
よ
る
金
融
引
き
締
め
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
が

一
部

の
独
占

・
大
企
業
を
除

い
た
中
小
企
業

に
対
す

る
金
融

政
策
な

の
で
あ
る
。

(
3
)

敗
戦

に
よ

っ
て
日
本
が
失

っ
た
植

民
地
は
、
本
国

の
二
倍

の
面
積
、
本
国
人

口
を

上
回
る
人

口
数
、
本
国

よ
り
長

い
鉄
道
延
長
距
離

数
を
も

っ

て
お
り
、
さ
ら
に
総
輸
出
額

の
六
〇

%
、
総
輸
入
額

の
四
〇
%
を
占
め
て
い
た
。

(
4
)

統
計
委
員
会
事
務
局

・
総
理
府
統
計
局
編
、
昭
和

二
四
年
度

「
日
本
統
計
年
鑑
」

一
〇
四
六
頁
。


